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公募型研究事業
これまでの公募型研究事業
 学融合推進センターでは、平成22 年4 ⽉の組織再編以降、学際的分野、専攻横断的分野など、学融合 を⽬指した学内共同研究の⽀援
を実施してきました。

























事業枠 研究課題名 専攻 研究代表者 実施期間 成果報告書
公募型共同研究 ⽇本中世・近世における「職⼈尽絵」の解明と都市⾵俗のE-learning教材化 ⽇本⽂学研究専攻 ⼤⾼ 洋司
H22~H24(3カ
年)
公募型共同研究 素粒⼦物理学における⾼精度演算専⽤システムの開発研究 加速器科学専攻 ⽯川 正
H22~H23(2カ
年)
公募型共同研究 ⾼強度場の物理と真空の多様性 素粒⼦原⼦核専攻 磯 暁 H22~H24(3カ年)
公募型共同研究 ビッグバン以前の宇宙を探る科学衛星に向けた⼩型地上観測実験 素粒⼦原⼦核専攻 ⽥島 治
H22~H24(3カ
年)
公募型共同研究 南極湖沼⽣態系における光合成⽣物集合体の形態・構造および機能の多様性 極地科学専攻 ⼯藤 栄
H22~H24(3カ
年)
公募型共同研究 ガン遺伝⼦増幅の機構は、遺伝⼦進化の機構⾜り得るか? 基礎⽣物学専攻 堀内 嵩 H22(1カ年)
公募型共同研究 島移植をモデル系とした機械―化学応答細胞死のイメージングサイエンス ⽣理科学専攻 永⼭ 國昭 H22(1カ年)
公募型共同研究 ⽣物の⾚外線センシングメカニズムの基礎的調査研究 ⽣命共⽣体進化学専攻 渡邊 正勝 H22(1カ年)







⽣命共⽣体進化学専攻 ⽊下 充代 H22~H24(3カ年)
公募型共同研究 分野を越境した学術対話⼿法の開発と評価 メディア社会⽂化専攻 加藤 浩 H23~H24(2カ年)
公募型共同研究 科学広報と学術コミュニケーション H23~H24(2カ年) 森⽥ 洋平 加速器科学専攻
公募型共同研究 脳の進化―⼤脳新⽪質の起源を尋ねて― H23~H24(2カ年) 平⽥ たつみ 遺伝学専攻
公募型共同研究 ガン遺伝⼦増幅の機構は、遺伝⼦進化の機構⾜り得るか? H23(1カ年) 渡邊 孝明
基礎⽣物学専
攻
公募型共同研究 脳の左右⾮対称性:その⽣理的意義と発⽣学的および進化学的側⾯ H23~H24(2カ年) 重本 隆⼀ ⽣理科学専攻
公募型共同研究 膵島移植をモデル系とした機械―化学応答細胞死のイメージングサイエンス ⽣理科学専攻 富永 真琴
H22~H24(3カ
年)
公募型共同研究 糖鎖集合状態の変化による幹細胞近接場制御 ⽣理科学専攻 池中 ⼀裕 H23~H25(3カ年)
公募型共同研究 温度感受性の進化⽣物学 ⽣命共⽣体進化学専攻 颯⽥ 葉⼦ H23~H24(2カ年)
公募型共同研究 模擬宇宙線を⽤いた実験室宇宙科学の展開 加速器科学専攻 ⾼⼭ 健 H24~H25(2カ年)
公募型共同研究 科学広報と学術コミュニケーション 学融合推進センター 平⽥ 光司 H24(1カ年)
戦略的共同研究I ⼿話⾔語学を世界へつなぐ―メディア発信とe-learning開発に向けて― ⽐較⽂化学専攻 菊澤 律⼦
H24~H26(3カ
年)
戦略的共同研究I 在ハワイの⽇本歴史・⽂化資料をめぐる国際共同研究―ハワイにおける⽇本⽂化の受容 ⽇本歴史研究専攻 ⼤久保 純⼀
H24~H26(3カ
年)
戦略的共同研究I 観相資料の学際的研究 ⽇本⽂学研究専攻 相⽥ 満 H24~H26(3カ年)
戦略的共同研究I テクノロジーアセスメント報告の試作―ヒト全ゲノム解読の時代の社会的課題を例に 遺伝学専攻 井ノ上 逸郎
H24~H25(2カ
年)
戦略的共同研究I 惑星科学と⽣命科学の融合:⽣命概念の普遍化をめざして ⽣命共⽣体進化学専攻 ⻑⾕川 眞理⼦
H24~H26(3カ
年)




戦略的共同研究I ニュー・ミュージオロジーの確⽴のための研究 地域⽂化学専攻 ⽵沢 尚⼀郎 H25~H26(2カ年)
戦略的共同研究I ⾃然界の様々なスケールに現れる⾼エネルギージェット現象の解明 素粒⼦原⼦核専攻 板倉 数記
H25~H26(2カ
年)
















理融合の有効性をさぐる 国際⽇本研究専攻 鈴⽊ 貞美・稲賀 繁美
H23~H25(3カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 宇宙論を使った超対称荷電粒⼦の検証 素粒⼦原⼦核専攻 郡 和範 H22~H23(2カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ガラス転移現象におけるフラジリティの物理的起源の解明 機能分⼦科学専攻 ⾦ 鋼 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 成層圏⽔蒸気が地球気候を左右する~南極昭和基地での⽔蒸気ゾンデ観測の提案~ 極域科学専攻 冨川 喜弘 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ⽪膚感覚に基づいた反射運動の発達における糖タンパク質輸送系の役割の解明 遺伝学専攻 浅川 和秀
H22~H23(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 粘液細胞と繊⽑細胞の分化プログラムの解明 遺伝学専攻 森本 充 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 始原⽣殖細胞における発⽣コアシグナル伝達ネットワークのシステム⽣物学的解析 基礎⽣物学専攻 佐藤 昌直 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ⽣体内上⽪構造の細胞学的解析とセカンドメッセンジャーシグナル 基礎⽣物学専攻 鈴⽊ 誠 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援
形態視に関わる網膜神経節細胞の同定:より精巧な
越シナプス神経回路トレース法の確⽴ ⽣理科学専攻 森 琢磨
H22~H23(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 ⼤型哺乳類における⾏動⽣態学と⽐較認知科学の融合 ⽣命共⽣体進化学専攻 沓掛 展之
H22~H23(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 統合的新分野形成過程の理論的検証:「統合⽣命科学」を例として 学融合推進センター ⾒上 公⼀ H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ミドリムシの光集合応答を制御するプテリン様センサーの同定 学融合推進センター 松永 茂 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ⻄アジア乾燥地帯における農耕および遊牧の発⽣と環境変化 学融合推進センター 那須 浩郎
H22~H23(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 C型肝炎⻑期経過を予測するためのシュミレータの開発 学融合推進センター 中林 潤 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 3次元局所特徴によるボリュームデータの分類に関する研究 メディア社会⽂化専攻 鈴⽊ ⼀史
H23~H24(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 複核希⼟類錯体による酸素還元触媒の開拓 構造分⼦科学専攻 ⼤津 英揮 H23(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 次世代CMB偏光実験に⽤いる超伝導検出器に適応可能なミリ波偏光源の開発 素粒⼦原⼦核専攻 ⻑⾕川 雅也 H23(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 複合的アプローチを⽤いた中⼼体複製の分⼦機構の解析 遺伝学専攻 北川 ⼤樹
H23~H24(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 ⾷物連鎖のメタゲノム解析:⾷性適応の遺伝基盤解明にむけて 遺伝学専攻 北野 潤
H23~H24(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 共⽣応答におけるカルシウムイオン動態のイメージング解析 基礎⽣物学専攻 武⽥ 直也 H23(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 レーザー光技術を⽤いた脳内グリア細胞の活性化による⽣理機能の解明 基礎⽣物学専攻 檜⼭ 武史 H23(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 太陽系外惑星からastrobiologyへ 学融合推進センター 眞⼭ 聡 H23~H24(2カ年)
若⼿研究者研究⽀援 近世有職故実の展開と伝播に関する基礎的研究 ⽇本⽂学研究専攻 ⻄村 慎太郎 H24(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ⽣体分⼦の⾃⼰組織化過程の時間分解観察を可能にするモデル脂質⼆分⼦平⾯膜系の構築 構造分⼦科学専攻 ⽊村 哲就 H24(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 最終氷期以降における東南極氷床の融解:その量・速度の定量的復元 極域科学専攻 菅沼 悠介
H24~H25(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 沿岸ポリニヤにおける海氷⽣産量データの⾼度化 極域科学専攻 ⽥村 岳史 H24(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ショウジョウバエにおけるmiRNA遺伝⼦と標的遺伝⼦の共進化の検証 遺伝学専攻 野澤 昌⽂
H24~H25(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 ヘパラン硫酸微⼩構造(HSNS)によるWntシグナルの制御 基礎⽣物学専攻 三井 優輔
H24~H25(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 分散と社会性の共進化ダイナミクスの解明 ⽣命共⽣体進化学専攻 ⼤槻 久 H24(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 複合的災害を巡る社会構造と⾔論に関する科学技術社会論的研究~格差の構造に注⽬して ⽣命共⽣体進化学専攻 標葉 隆⾺
H24~H25(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 学習過程における志向性の変遷を可視化する学習⽀援ツールの開発 学融合推進センター ⼭⽥ 雅之 H24(1カ年)




統計科学専攻 松井 知⼦ H22~H23(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 ドーパミン代謝系酵素のショウジョウバエ⾃然集団における発現・⾏動解析 遺伝学専攻 ⾼橋 ⽂
H22~H23(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 ゼブラフィッシュ近交系のTILLINGライブラリー作成系の確⽴ 遺伝学専攻 新屋 みのり
H22~H24(3カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 鱗翅⽬チョウ類のオプシンにおける遺伝⼦重複と⾊覚の変化 学融合推進センター 粟⽥ ひろ⼦
H22~H23(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 東地中海地域の聖者信仰にみる、⼀神教徒の共存の様態についての⼈類学的研究 学融合推進センター 菅瀬 晶⼦ H22(1カ年)
⼥性研究者研究⽀援 階層的銀河形成理論が予測する銀河の⾊等級図の理論計算とその系統的分析 天⽂科学専攻 ⽣⽥ ちさと
H23~H24(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 真⾻⿂類2分⼦種AR遺伝⼦による雄性形質発現の分⼦機構 基礎⽣物学専攻 荻野 由紀⼦
H23~H24(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 未分化細胞マーカーであるRex1遺伝⼦のマウス胚および成体組織における発現局在 基礎⽣物学専攻 豊岡 やよい
H23~H24(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 界⾯電⼦移動反応を利⽤した⽔の完全光分解システムの創成 構造分⼦科学専攻 近藤 美欧
H24~H25(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 被⼦植物の花粉管極性伸⻑に関わるレセプター様キナーゼ遺伝⼦変異体の表現型解析 遺伝学専攻 宮崎 さおり H24(1カ年)
育成型共同研究⽀援 科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディスカッション型教育メソッドの開発 情報学専攻 坊農 真⼸
H25~H26(3カ
年)
グローバル共同研究 失われた⽣態システムの多様性解明に向けた古代DNA研究の展開 統計科学専攻 ⾜⽴ 淳
H26~H28(3カ
年)
学融合共同研究 細胞建築の博物学 遺伝学専攻 ⽊村 暁 H26~H27(2カ年)
学融合共同研究 ⽇本列島⼈の起源 遺伝学専攻 斎藤 成也 H26~H27(2カ年)
学融合共同研究 極域湖沼から探る⽣態系態系のメジャートランジション ⽣命共⽣体進化学専攻 佐々⽊ 顕
H26~H27(2カ
年)
学融合共同研究 有害捕獲された野⽣動物の利⽤とその過程で起こる諸問題の検討ーカラスを例としてー 学融合推進センター 塚原 直樹
H26~H27(2カ
年)
学融合共同研究 新たな量⼦物理量の基礎の探求と精密測定への応⽤ 素粒⼦原⼦核専攻 筒井 泉
H26~H27(2カ
年)
学融合共同研究 社会と研究のインターフェースとしての展⽰に関する総合的研究 地域⽂化学専攻 佐藤 浩司
H27~H28(2カ
年)
学融合共同研究 動物が「⾒えない光」を受容するメカニズム－化学と⽣理学を融合したアプローチ－ 構造分⼦科学専攻 古⾕ 祐詞
H27~H28(2カ
年)
学融合共同研究 ⼤型科学施設の連携で切り拓く表⾯の科学 加速器科学専攻 都丸 隆⾏ H27~H28(2カ年)
学融合共同研究 オーロラと⼈間社会の過去・現在・未来 極域科学専攻 ⽚岡 ⿓峰 H27~H28(2カ年)
学融合共同研究 ⾃然界の蛍光の世界を理解する〜光情報解析と⽣物学的解析の融合〜 情報学専攻 佐藤いまり
H27~H28(2カ
年)
学融合共同研究 総研⼤の研究者および研究を俯瞰的に把握するための情報統合の研究 情報学専攻 武⽥ 英明
H27~H28(2カ
年)
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,QWHO FRUH L ࡢ⣙  ಸ⛬ᗘࡢᛶ⬟ࢆ᭷ࡍࡿࡇ࡜ࢆ☜ㄆࡋࡓ࡜ࡇࢁ࡛࠶ࡿࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
(1) H. Daisaka, N. Nakasato, J. Makino, F. Yuasa, T. Ishikawa,” GRAPE-MP: An SIMD
Accelerator Board for Multi-precision Arithmetic”, International Conference on
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(1) H. Daisaka, N. Nakasato, J. Makino, F. Yuasa, T. Ishikawa,” GRAPE-MP: An SIMD
























































































“Does an accelerated electron radiate Unruh radiation?” (arXiv:1011.4191) ᢞ✏୰
“Can we detect 'Unruh radiation' in the high intensity lasers?,” (arXiv:1102.4671) in PIF2010
proceedings
“Unruh radiation and Interference effect” (arXiv:1102.4672) in PIF2010 proceedings
S. Iso, S. Okazawa, S. Zhang
“Non-Equilibrium Fluctuations of Black Hole Horizons”, (arXiv:1008.1184) ᢞ✏୰
“Stochastic equations in black hole background and Nonequilibrium Fluctuation theorem”
ᢞ✏୰
H. Kitamoto, Y. Kitazawa
“Boltzmann equation in de Sitter space”, Nucl.Phys.B839(2010) 552
“Non-linear sigma model in de Sitter space” (arXiv:1012.5930) ᢞ✏୰
K. Itakura
“Strong field dynamics in heavy ion collisions” in PIF2010 proceedings
T. Tajima




































































































































[1] Y.Hidaka, K.Itakura and K.Tuchin
"Dilepton production due to enhanced Synchrotron radiation in
a strong magnetic field created in heavy-ion collisions" 㧔Ḱ஻ਛ㧕
[2] K.Hattori and K.Itakura
"Vacuum birefringence in strong magnetic field: analytic evaluation
of all-order Landau levels" (Ḱ஻ਛ)
[3] N.Tanji and K.Itakura
"Schwinger mechanism enhanced by the Nielsen-Olesen instability"
arXiv:1111.6772 [hep-ph] (Physics Letters B ߦᛩⓂਛ)
[4] S.Zhang and S. Iso
“ALD equation with massive radiation field” 㧔Ḱ஻ਛ㧕
[5] S Iso and S Okazawa
“Stochastic equations in Black hole backgrounds and Non-equilibrium fluctuation
theorems” Nucl.Phys. B851 (2011) 380
[6] H Kitamoto and Y Kitazawa
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   S. Iso, S. Zhang 
“Radiation reaction by massive particles and its non-analytic behavior” 
 Phys.Rev. D86 (2012) 125019 
  S.Iso, Y. Yamamoto, S. Zhang 
“On the cancellation mechanism of radiation from the Unruh detector” 
  arXiv:1301.7543 
[2]  N.Tanji, K.Itakura  
  ``Schwinger mechanism enhanced by the Nielsen--Olesen instability,'' 
  Phys. Lett. B713 (2012) 117. 
 
[3] K.Hattori, K.Itakura 
  ``Vacuum birefringence in strong magnetic fields:  
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   Annals Phys. 330 (2013) 23 
 
[4]K.Hattori, K.Itakura 
  ``Vacuum birefringence in strong magnetic fields:  
   (II) Complex refractive index from the lowest Landau level,'' 
  arXiv:1212.1897 [hep-ph], Annals of Physicsߦឝタ੍ቯ 
 
[5] S. Iso, Y. Orikasa 
TeV scale B-L model with a flat potential at the Planck scale 
 PTEP 2013(2013) 023B08 
 
[6] H. Kitamoto, Y. Kitazawa 
 “ Soft gravitons screen coupling in de Sitter space” 










































































¾ 2012ᐕ 03᦬ 22ᣣ ᄤᢥቇળᐕળ㧔੩ㇺޔ㦖⼱ᄢቇ㧕ญ㗡⊒⴫ (↰ፉᴦ)
ޟGroundBIRDታ㛎ߦࠃࠆ CMB஍శߩᄢⷺᐲࠬࠤ࡯࡞⋧㑐ߩ᷹ⷰޠ
¾ 2012ᐕ 04᦬ 02-04ᣣ The 23rd International Symposium on Space Terahertz
Technology (᧲੩) poster (Osamu Tajima et. al.)
``GroundBIRD - An experiment for CMB polarization measurements at a large
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ታ㛎 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԘ(C)ޟ౏൐ဳ౒ห⎇ⓥޠ̪ᣥ㧦౏൐ဳ౒ห⎇ⓥ੐ᬺ 






























== ⺰ᢥ == 
S. Oguri, J. Choi, M. Kawai, and O. Tajima, `` Cryogenic cooling with cryocooler on a 
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࡮-WFQJ 5 CPF 6CPCDG ; +PVGTPCN YCXGU QDUGTXGF WPFGT CP KEGEQXGTGF #PVCTEVK
E NCMG ╙࿁ᭂၞ⑼ቇࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓޔᭂ࿾⎇
┙Ꮉޔᐕ᦬
࡮6CPCDG ; 7EJKFC / 1UQPQ 6 ;COCOWTQ / CPF -WFQJ 5 &KXGTUKV[ QH #PVCTEVKE























Tanabe Y. and Kudoh S. (2012) Possible ecological implication of floating microbial
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A) ASLO(The Association for the Sciences of Limnology and Oceanography) Aquatic 
Science Meeting 2012 (at Lake Biwa), July 2012. 
1)Kudoh S. and Tanabe Y. Variability of optical properties of waters and spectral 
bsorption pattern of phytobenthos communities in Antarctic lakes. 
2)Tanabe Y., Hori M., Yamanuro M. and Kudoh S. Nutrients and Hydrogen sulfide 
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3)Hori M., Tanabe Y., Kudoh S. and Yamamuro M. Nutrient flow in Antarctic lakes 
estimated by means of sediment analysis. 
4)Mizuno A.N. and Sasaki A. Mathematical model for color pattern and community 
structure of mat-forming phytobentic in shallow Antarctic lakes. 
5)Yoshiyama K. A model of algal mat formation as a moving boundary problem. 
6)Sasaki A. and Mizuno A. Light absorption spectra for protection and 
photosynthesis in layered community. 
B) ᣣᧄ㒽᳓ቇળ╙ 77࿁ᄢળ(ฬฎደ)ޔ2012ᐕ 9᦬ 
7)Ꮏ⮮ ᩕ࡮↰ㆻఝ⾆ሶ. ධᭂḓᴧߩశⅣႺߩᄙ᭽ᕈޔߘߩⷐ࿃ޔ↢‛ᔕ╵㧔ࡐࠬ࠲
࡯࠮࠶࡚ࠪࡦ㧕. 
8)↰ㆻఝ⾆ሶ࡮ၳ ⺈࡮ౝ↰㓷Ꮖ࡮ᄢ࿦੨ม࡮ጊቶ⌀Ẵ࡮Ꮏ⮮ ᩕ. ධᭂḓᴧ↢ᘒ♽
ࠍᡰ߃ࠆḓᐩߩᩕ㙃Ⴎ㧔ࡐࠬ࠲࡯࠮࠶࡚ࠪࡦ㧕. 
C) Polar Ecology Conference (࠴ࠚࠦ౒๺࿖)ޔ2012ᐕ 9᦬
9)Kudoh S. and Tanabe Y. Massive, simultaneous floatation of phytobenthic 
microbial assemblages under the lower ice surface of a frozen Antarctic lake. 
10) Tanabe Y, Hori M, Uchida M, Osono T, Yamamuro M, Kudoh .S Nutrients in 
sediments as driving force behind Antarctic lake ecosystems 
 
D) ╙ 3࿁ᭂၞ⑼ቇࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ㧔᧲੩ޔᭂ࿾⎇㧕ޔ2012ᐕ 11᦬ 
11)Kudoh S. Polar terrestrial ecosystem – Diversity and biological response – An 
introduction (Opening address). 
12)Tanabe Y. Hori M. Uchida M. Osono T. Yamamuro M and Kudoh S. Nutrients in 
sediments as driving force behind Antarctic lake ecosystems.(᜗ᓙ⻠Ṷ) 
13)Mizuno A. and Sasaki A. Mathematical model for color pattern and community 
structure of mat-forming phytobenthos in shallow Antarctic lakes.(᜗ᓙ⻠Ṷ) 
14)Kudoh S. and Tanabe Y. Massive, simultaneous floatation of phytobenthic 
microbial assemblages under the lower ice surface of a frozen Antarctic lake. 
(Poster) 
15)Hori M. Tanabe Y. Kudoh S. and Yamamuro M. Production and nutrient cycling 
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⽎ޔ╙ 86࿁ᣣᧄ㒽᳓ቇળᄢળ(ፉᩮ)ޔ2011ᐕ 9᦬ 
2)↰ㆻఝ⾆ሶ࡮ౝ↰㓷Ꮖ࡮ᄢ࿦੨ม࡮ጊቶ⌀Ẵ࡮Ꮏ⮮ᩕޔḓᴧ㑆㓗᳓ߣḓ᳓ߩᩕ㙃Ⴎ߆
ࠄߺߚධᭂḓᴧߩᄙ᭽ᕈޔ╙ 86࿁ᣣᧄ㒽᳓ቇળᄢળ(ፉᩮ)ޔ2011ᐕ 9᦬ 
3)Kudoh S. and Tanabe Y. Internal waves observed under an ice-covered Antarctic 
lake.╙ 2࿁ᭂၞ⑼ቇࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ(ᭂ࿾⎇)ޔ2011ᐕ 11᦬ 
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Pfeiffer K, Kinoshita M (2012) Segregation of visual inputs from different regions of the compound eye
in two parallel pathways through the anterior optic tubercle on the bumblebee (Bombus ignites).
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ⢾㙐㞟ྜ≧ែࡢኚ໬࡟ࡼࡿᖿ⣽⬊㏆᥋ሙᢚไ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ㸦㹁㸧ࠕබເᆺඹྠ◊✲ࠖ 
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㧗࣐ࣥࣀ࣮ࢫᆺ⢾㙐 M9 ࠾ࡼࡧ M8B ࡢ⢭ᐦᵓ㐀ゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋ㓝ẕኚ␗యࢆ⏝࠸࡚ㄪ〇ࡋ
ࡓ⢾㙐࡟ᖖ☢ᛶࣉ࣮ࣟࣈࢆᑟධࡋࠊศᏊ⛉Ꮫ◊✲ᡤࡢ 920MHz ࡞ࡽࡧ࡟ 800MHz ㉸㧗☢ሙ
NMR ⿦⨨ࢆά⏝ࡍࡿࡇ࡜࡛ࠊ⢾㙐ࡢᵓ㐀᝟ሗࢆ཰㞟ࡋࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊ⢾㙐ࡢࣞࣉࣜ࢝஺᥮
MD ィ⟬ࢆᐇ᪋ࡋࠊࡑࡢ❧య㓄ᗙ✵㛫ࢆ᥈ᰝࡍࡿ࡜࡜ࡶ࡟ࠊNMR ゎᯒ࡟ࡼࡿᵓ㐀᝟ሗ࡟ᇶ
࡙࠸࡚ᵓ㐀ࢧࣥࣉࣜࣥࢢࡢ㐺ษࡉࢆホ౯ࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊM9 ࠾ࡼࡧ M8B ⢾㙐ࡢ❧యᵓ㐀
ࡢኚື⠊ᅖࡀ᭷ព࡟␗࡞ࡿࡇ࡜ࡀ♧ࡉࢀࠊ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢရ㉁⟶⌮࡟㛵ࢃࡿ୍㐃ࡢ㧗࣐ࣥ
ࣀ࣮ࢫᆺ⢾㙐ࡢࠊࢲ࢖ࢼ࣑ࢵࢡ࡞ࢥࣥࣇ࢛࣓࣮ࢩࣙࣥኚ໬ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ 












᭱ࡶ୍⯡ⓗ࡞ Wnt ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢ୍ࡘ࡛࠶ࡿ Axin2 ࡢⓎ⌧ࡣࠊ⵹ᯈࢆྵࡴ⚄⤒⟶⫼ഃࡢᗈ࠸
㡿ᇦ࡟ㄆࡵࡽࢀࡓࡀࠊࡑࡢ㡿ᇦࡣ Wnt3a ࡢᣑᩓⓗ࡞ศᕸࣃࢱ࣮ࣥ࡜ࡼࡃ୍⮴ࡋ࡚࠸ࡓࠋ୍
᪉ࠊWnt3a ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡣ⵹ᯈࡢ᭱ࡶෆ⭍ഃ࡟ᒁᅾ໬ࡍࡿ࡜࠸࠺ࡶ࠺୍ࡘࡢࣃࢱ࣮ࣥࢆ࿊ࡍ
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ᖹᡂ 25 ᖺᗘࡣ GlcNAc6ST-1 ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫ㸦ࢣࣛࢱࣥ◲㓟Ḟᦆ㸧࣭ Sulf1/2 ࣀࢵࢡ࢔
࢘ࢺ࣐࢘ࢫ㸦࣊ࣃࣛࣥ◲㓟ࡢ⬺◲㓟໬㓝⣲Ḟᦆ㸧ࡢゎᯒࡀ㐍ࢇࡔࠋ࠸ࡎࢀࡢࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ
࣐࢘ࢫ࡟࠾࠸࡚ࡶඹ㏻ࡍࡿ⾲⌧ᆺ࡜ࡋ࡚ࠊpMN ࢻ࣓࢖ࣥ࠿ࡽ⏕ࡌࡿ࢜ࣜࢦࢹࣥࢻࣟࢧ࢖ࢺ
ࡢศ໬␗ᖖࡀほᐹࡉࢀࡓࠋpMN ࢻ࣓࢖ࣥ࠿ࡽࡣࡲࡎ motor neuron ࡀ⏘⏕ࡉࢀࠊᘬࡁ⥆ࡁ
࢜ࣜࢦࢹࣥࢻࣟࢧ࢖ࢺࡀ⏘⏕ࡉࢀࡿࠋGlcNAc6ST-1 ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫ࡛ࡣ motor neuron
ࡢ⏘⏕ஹ㐍ࡀほᐹࡉࢀࡓࡀࠊSulf1/2 ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫ࡛ࡣ motor neuron ࡢ⏘⏕ࡶᢚไ
ࡉࢀ࡚࠸ࡓࠋ⫾⏕ 12.5 ᪥࡛ࡢ࢜ࣜࢦࢹࣥࢻࣟࢧ࢖ࢺศ໬࡟ࡣࠊfloor plate ࠿ࡽศἪࡉࢀࡿ
Shh ࢩࢢࢼࣝࡀ㔜せ࡞ᙺ๭ࢆᢸࡗ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀ▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿࠋྛࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫ࡟࠾
࠸࡚ Shh ࢩࢢࢼࣝࡢୗὶ㑇ఏᏊ࡛࠶ࡿ Patched1 ࢆㄪ࡭ࡓ࡜ࡇࢁࠊⓎ⌧ࡢῶᙅࡲࡓࡣ␗ᡤ
ⓗ࡞Ⓨ⌧ୖ᪼ࡀㄆࡵࡽࢀࡓࠋ 
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㫀㫀㫀 ᾲೝỗ䈮䉋䉎ᵴᕈ䈲⣕ᗵ૞䈜䉎䇯㩷 㩷
㫀㫍 䊍䊃䊂 㪫㪩㪧㪘㪈 䈱ᵴᕈൻ᷷ᐲ㑣୯䈲⚂ 㪊㪍㷄䈪䈅䉎䇯㩷
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㽲 䉡䊆ᐜ↢䈱 㪺㪛㪥㪘 䈎䉌 㪫㪩㪧㪘 ⋧หㆮવሶ䉕න㔌䈚䇮㔚᳇↢ℂቇ⊛ታ㛎䈪䇮ᯏ⢻․ᕈ䉕
᣿䉌䈎䈮䈜䉎䇯㩷
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ᮨᡆቝቮ✢ࠍ↪޿ߚታ㛎ቶቝቮ⑼ቇߩዷ㐿 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԘ(C)ޟ౏൐ဳ౒ห⎇ⓥޠ 
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᶍᨃᏱᐂ⥺ࢆ⏝࠸ࡓᐇ㦂ᐊᏱᐂ⛉Ꮫࡢᒎ㛤 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ඹྠ◊✲ᨭ᥼ 






























1. 㧘ᒣ ೺ࠕKEK ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾࡢ⌧≧࡜ Heavy Ion Beam Factory ᵓ᝿ ࠖࠊ㟁ẼᏛ఍
㔞Ꮚࣅ࣮࣒࡟ࡼࡿࢼࣀࣂ࢖࢜ࢧ࢖࢚ࣥࢫᢏ⾡ㄪᰝᑓ㛛ጤဨ఍ࠊ7 ᭶ 11 ᪥ KEK 㸦ᣍ
ᚅㅮ₇㸧 
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᭱㐺໬ࠖ➨ 10 ᅇ᪥ᮏຍ㏿ჾᏛ఍ 8/3-5 ྡྂᒇ኱Ꮫ 
3. N.Munemoto et al., “Development of the C6+ laser ablation ion source for the KEK 
digital accelerator”, Rev. Sci. Inst. 85, 02B922 (2014). 
4. 㧘ᒣ ೺ࠕ㧗㏿࢖࢜ࣥ⏝ㄏᑟຍ㏿ࢩࣥࢡࣟࢺࣟࣥ㸦ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾࡢ㛤Ⓨ㸧ࠖࠊH25 ⛅
᪥ᮏᛂ⏝≀⌮Ꮫ఍㸦ྠᚿ♫኱㸧ࠊ9 ᭶ 17 ᪥㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
5. 㧘ᒣ ೺ࠕKEK ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾ㸦ᑠᆺㄏᑟຍ㏿ࢩࣥࢡࣟࢺࣟࣥ㸧ࡀᥦ౪ࡍࡿᶍᨃᏱᐂ
⥺࡜࢔ࢫࢺࣟࣂ࢖࢜ࣟࢪ࣮ ࠖࠊࠕ⮬↛⏺࡟࠾ࡅࡿ⏕యศᏊ࢟ࣛࣜࢸ࢕࣮㉳※ࠖ◊✲఍ࠊ
11 ᭶ 16 ᪥ࠊศᏊ◊ 
6. Ken Takayama et al., “Induction Acceleration of Heavy Ions in the KEK Digital 
Accelerator: Demonstration of a Fast-Cycling Induction Synchrotron”, Phys. Rev. 
ST-AB 17, 010101 (2014).  
7. 㧘ᒣ ೺ࠕKEK ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾࢆ⏝࠸ࡓᫍ㛫ᶍᨃᐇ㦂 ࠖࠊᏱᐂ࡟࠾ࡅࡿ⏕࿨◊✲ศ㔝
ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ◊✲఍ࠊ2 ᭶ 3 ᪥ࠊ⟃Ἴ኱ィ⟬ᶵ⛉Ꮫ◊✲ࢭࣥࢱ࣮㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
8. Ken Takayama, “Applications of Hadron Accelerators”, India Accelerator School, 
3/26, Indian Institute of Technology in Bombay (Invited lecture) 
9. 㧘ᒣ ೺ࠕKEK ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾ࡛ࡢከ✀࢖࢜ࣥຍ㏿ჾࡢྍ⬟ᛶ࡜ᨺᑕ⥺≀⌮Ꮫࡑࡢ௚
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㸦ᣍᚅㅮᖌ㸧಴⏣ᬛᏊ ㎰◊ᶵᵓᗈሗ㛵ಀ◊ಟࠕఏ࠼ࡿᢏ⾡ࠖ ᖺ  ᭶  ᪥
㸦Ꮫ఍Ⓨ⾲㸧಴⏣ᬛᏊࠕ኱Ꮫ⏕ྥࡅᐇ෗⛉Ꮫᫎീไస࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࡢタィ࡜ᐇ᪋ࠖ
      ⛉Ꮫࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥ༠఍ ➨㸯ᅇᖺ఍ᖺ᭶᪥ 
㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 ᳃⏣ὒᖹࠕ%LJ6FLHQFHDQGWKH:HE̽+LJJVSDUWLFOHWR2SHQ%LRORJ\̽ ࠖ
ᖹᡂ  ᖺᗘ⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࠕ▱ࡢᚠ⎔ Ѹࢢ࣮ࣟࣂࣝ⼥ྜ♫఍࡟࠾ࡅࡿ
᝟ሗᚠ⎔ࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡࡢ๰ᡂࠖᖺ᭶᪥ 
㸦ᣍᚅㅮᖌ㸧 ᳃⏣ὒᖹࠕࣅࢵࢢࢧ࢖࢚ࣥࢫ࡜ᅜ㝿◊✲ᶵ㛵ࡢ 35 ᡓ␎ࠖ⟃Ἴ኱Ꮫ㔜Ⅼබ㛤
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓ ᚻ⹤⸒⺆ቇ䉕਎⇇䈻䈧䈭䈓㵪䊜䊂䉞䉝⊒ା䈫㩷 㪼㪄㫃㪼㪸㫉㫅㫀㫅㪾㩷 㐿⊒䈮
ะ䈔䈩㵪 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ᡰេ඙ಽ䋨㪘䋩䇸ᚢ⇛⊛౒ห⎇ⓥ㸇䇹 
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLkK5thourlMdrCcnwwywGQ5c1OmGEg0Z9 
䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ஧ゝㄒ䠄ⱥㄒᏐᖥ䞉䜰䝯䝸䜹ᡭヰ㏻ヂ䠅䛴䛝ᫎീ䠄10ㅮ₇ศ䠅 
https://www.youtube.com/playlist?list=PLkK5thourlMfqFrzraLcNyW3eCHVcZApR 
䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ஧ゝㄒ䠄᪥ᮏㄒᏐᖥ䞉᪥ᮏᡭヰ㏻ヂ䠅䛴䛝ᫎീ䠄7ㅮ₇ศ䠅 
https://www.youtube.com/playlist?list=PLkK5thourlMd5CNHSz4DFBfLNz5F00ZlA 





























   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ࿷ࡂࡢࠗߩᣣᧄᱧผ࡮ᢥൻ⾗ᢱࠍ߼ߋࠆ࿖㓙౒ห⎇ⓥ ̆ࡂ
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Ԛ ࡂࡢࠗᄢቇࡑࡁࠕᩞߦ߅ߌࠆޔࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ” Interpreting Parades and 
Processions of Edo Japan: History, Culture, and Foreign Relations”߅ࠃ߮㑐ㅪ੐
ᬺ㧔visiting classes㧔㧠ࠢ࡜ࠬ㧕,৻⥸ะߌߩ public lecture㧕ߩታᣉ 
ԛ ࡂࡢࠗߦ߅ߌࠆᣣᧄ㑐ଥ⾗ᢱޔᣣᧄੱߩ⒖᳃ผߦ㑐ࠊࠆዷ␜⴫⽎ߦߟ޿ߡߩ⺞ᩏ 
Ԝ ᧄቇᄢቇ㒮↢ߦࠃࠆࡂࡢࠗᄢቇࡑࡁࠕᩞߦ߅ߌࠆ౏㐿⎇ⓥળߢߩ⎇ⓥႎ๔
ޟChanging Representations: Recent Depictions of the Japanese Internment in 
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᅾࣁ࣡࢖ࡢ᪥ᮏṔྐ࣭ᩥ໬㈨ᩱࢆࡵࡄࡿᅜ㝿ඹྠ◊✲ ̿ࣁ
࣡࢖࡟࠾ࡅࡿ᪥ᮏᩥ໬ࡢཷᐜ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ᨭ᥼༊ศ㸦A㸧ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ(a) ࠕඹྠ◊✲ᨭ᥼ࠖ 
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บḧ㩷 㩷 㪉㪇㪈㪉 ᐕ 㪐 ᦬㩷 บർᏒ㩷 ⴕᄤች䊶჻ᨋᄛᏒⴝ䊶㦖ጊኹ㩷
㪉㪇㪈㪊 ᐕ 㪊 ᦬ 㪊㪄㪋 ᣣ㩷 㩷 บർᏒ㩷 ჻ᨋᄛᏒⴝ䊶㦖ጊኹ㩷
ਛ࿖⷏቟㩷 㪉㪇㪈㪊 ᦬ 㪈 ᦬ 㪐ᣣ㩷 ౎઄ች೨㩷 භ䈇ⴝ㩷
⎇ⓥᛂว䈞㩷 㪉㪇㪈㪊 ᐕ 㪉㪆㪊 ᦬㩷 ᣈ䋺࿖ᢥቇ⎇ⓥ⾗ᢱ㙚㩷
ᣣᧄ㩷 ᧲ᄢ㒋Ꮢ㩷 㪉㪇㪈㪊 ᐕ 㪊 ᦬ 㪈㪇㪄㪈㪈 ᣣ㩷 ⍹ಾ␹␠೨ෳ㆏භ䈇ⴝ䊶⎇ⓥႎ๔ળ㩷
㩷 㩷 㩷 એ਄䈱ฦ࿾䈪䇮ᑧ䈼 㪊㪇 ࿁䈱ታ〣⺞ᩏ䉕ⴕ䈦䈢䈏䇮ฦ࿾䈠䉏䈡䉏․ᓽ䈏䈅䉎䈖䈫䈏䉒䈎䈦䈢䇯╙৻
䈮䇮භ䈇ⴝ䈪ឝ䈕䉌䉏䉎⋴᧼䈮ⷰ⋧䋨ੱ⋧䋩䉕ᮡ᭙䈚䈩䈇䉎▎ᚲ䈏ᭂ䉄䈩ዋ䈭䈇䈖䈫䈪䈅䉎䇯․䈮ᣣᧄ
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䈇䈉⸒⪲䈪 㪞㫆㫆㪾㫃㪼 ᬌ⚝䉕ⴕ䈉䈫䇮㪮㫀㫂㫀㫇㪼㪻㫀㪸 䈮⛯䈇䈩䋲⇟⋡䈮䈖䈱᭴▽䊂䊷䉺䊔䊷䉴䋨ⷰ⋧䊃䊏䉾䉪
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̿,࿴₎ẚ㍑ᩥᏛ఍➨ 6 ᅇ≉ู౛఍࿴₎ẚ㍑ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ 2013 せ᪨㞟࣭ண✏㞟,2013.8 
࣭┦⏣‶, ྂ඾ᅜᩥᏛ◊✲࠿ࡽ࣐ࣥ࢞◊✲ࢆぢࡿ, ᝟ሗฎ⌮Ꮫ఍◊✲ሗ࿌. ேᩥ⛉Ꮫ࡜ࢥࣥ
ࣆ࣮ࣗࢱ◊✲఍ሗ࿌ 2014-CH-101(10), 1-3, 2014-01-18 
https://dl.dropboxusercontent.com/u/82113883/sig-CH101-aida.pdf㸦බ㛤ࣜࣥࢡЎ㸧 
࣭୕⏣᫂ᘯ, ࠗኴᖹᗈグ࠘ほ┦ㄝヰࡢศᯒ, ࿴₎ẚ㍑ᩥᏛ఍➨ 6 ᅇ≉ู౛఍࿴₎ẚ㍑ࢩ࣏ࣥ
ࢪ࣒࢘ 2013 せ᪨㞟࣭ண✏㞟,2013.8 
࣭୕⏣᫂ᘯ,ࠗ ኴᖹᗈグ ࠘ࠕ┦ 㒊ࠖࡢ⦅⧩ᵓ㐀࡜᪥ᮏࡢほ┦ㄝヰࠊ୕⏣᫂ᘯࠗࠊ ㄝヰ ࠘ࠊᰝㄞ᭷ࠊ
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ࡋ࡚㐍ࡵࡽࢀࡓࠋ2012 ᖺᗘ࣭2013 ᖺᗘࡢ 2 ᖺ㛫࡛ࠊྜィ 9 ᅇࡢ◊✲఍࣭ᡴࡕྜࢃࡏࢆᐇ
᪋ࡋࡓࠋ 
㆟ㄽ࡟㝿ࡋ࡚ࡣࠊࢤࣀ࣒◊✲ࡢ᭱ඛ➃≧ἣࢆᢚ࠼ࡘࡘࠊࢤࣀ࣒◊✲ࡢ⌧ᐇ࡟༶ࡋࡓ ELSI






















 㧕3 ᑼ᭽㧔   
 ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
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2013 ᖺ 8 ᭶ 8㹼10 ᪥ Ύ㔛ΎἨᑅ࣮࣍ࣝ  
࣭ᴟ㝈⎔ቃ⏕≀   㸦బࠎᮌ㢧㸦⥲◊኱㸧㸪⏣㑔ඃ㈗Ꮚ㸦᪩✄⏣኱㸧㸧 
࣭㧗ឤᗘ࣭ᒁᡤྠ఩యศᯒ࡛ᣅࡃኴ㝧⣔ࡢ㉳※࡜㐍໬㸦ᑎ⏣೺ኴ㑻㸦㜰኱⌮㸧㸧 
࣭ᫍ㛫ሻ⾲㠃཯ᛂ     㸦Ώ㒊┤ᶞ㸦໭኱ప ◊㸧㸧 
࣭ᙟ࣭ᫍ㝹▼୰ࡢ᭷ᶵ≀    㸦⸭⏣ࡦ࠿ࡿ㸦㜰኱⌮㸧㸧 
࣭ᐊෆᶍᨃᐇ㦂     㸦ᑠᯘ᠇ṇ㸦ᶓ὾ᅜ኱㸧㸧 
࣭RNA ࣮࣡ࣝࢻ     㸦ᮌ㈡኱௓㸦ᮾᕤ኱㸧㸧 
࣭㑇ఏᬯྕࡢ㉳※     㸦㉥἟ဴྖ㸦ᮾி⸆⛉኱㸧㸧 
࣭ࢫࣀ࣮ࣛ࢖ࣥ࡜ᆅ⌫ࡢỈࡢ㔞    㸦⋞⏣ⱥ඾㸦ᮾᕤ኱ ELSI㸧㸧 
࣭ᩥ᫂ࡢ㛤ጞࡢ᮲௳     㸦㛗㇂ᕝ┿⌮Ꮚ㸦⥲◊኱㸧㸧 
㔝㎶ᒣኳᩥྎぢᏛ     㸦᱌ෆ㸸኱▼ࠊᾏ㒊㸦ᅜ❧ኳᩥྎ㸧㸧 
 
➨㸲ᅇ◊✲఍ ࠕᝨᫍ⛉Ꮫ࡜⏕࿨⛉Ꮫࡢ⼥ྜࠖ 
2013 ᖺ 12 ᭶ 21㹼23 ᪥ •༡ᅜ㝿ᮧ ᅜ㝿⏕⏘ᛶࢭࣥࢱ࣮  
࣭║࡜ࡑࡢ㐍໬     㸦⽥ᕝㅬኴ㑻㸦ඛᑟ◊㸧㸧 
࣭ࣂ࢖࣐࣮࣮࢜࢝◊✲ࡢ⌧≧࡜᪉ྥ  㸦㡲⸨㟹㸦ᮾ኱㸧㸧 
࣭ගྜᡂࡢᇶ♏     㸦ᒣᓊ᫂ᙪ㸦ᮾி⸆⛉኱㸧㸧 
࣭ග࡛㥑ືࡍࡿ⏕࿨ࡢከᵝᛶ   㸦㛗἟Ẏ㸦ᗈᓥ኱㸧㸧 
࣭Ᏹᐂ࡟࠾ࡅࡿศᏊ㐍໬㸸ᫍ㛫㞼࠿ࡽཎጞᝨᫍ⣔ࡲ࡛㸦㤶ෆ ᫭㸦໭኱㸧㸧 
࣭ཎጞᝨᫍ⣔෇┙ࡢ໬Ꮫ㐍໬㸩ALMA ࡢᡂᯝ 㸦┦ᕝ♸⌮㸦⚄ᡞ኱࣭⌮㸧㸧 
࣭㝹▼࣭ᙟ࣭ᫍᏱᐂሻ㸸⏕࿨ཎᮦᩱ≀㉁ࡢࢣ࣑࢝ࣝࣇ࢓ࢡࢺ࣮ࣜ  
㸦⸈⏣ࡦ࠿ࡿ㸦㜰኱࣭⌮㸧㸧 
࣭ኴ㝧ᆺᜏᫍࡢࢪࣕ࢖࢔ࣥࢺ࣭ࣂ࣮ࢫࢺ   㸦ᰘ⏣୍ᡂ㸦ி኱㸧㸧 
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ࢩᒓ (Sus scrofa) ࡢྂ௦ DNA ゎᯒࠖື≀⪃ྂᏛ఍ࠊ➨ 31 ྕ. 㸦ᰝㄞ࠶ࡾࠊ༳ๅ୰㸧 




  ⓗ◊✲ ◊✲ㄽᩥ㞟㸦➨஧㞟 ⌰⌫ิᓥඛྐ࣭ཎྐ᫬௦ࡢ⎔ቃ࡜ᩥ໬ࡢኚ㑄㸧࠘ භ୍᭩
ᡣࠊ 
  ᮾி.㸦ᰝㄞ࡞ࡋ㸧 
3. 㧗ᶫ㑈ᖹࠊᮏ㒓୍⨾ (2013) ࠕϩ.㛗቎㑇㊧ฟᅵࡢື≀㑇Ꮡయࡢྠᐃࠊཬࡧ࢖ࣀࢩࢩ (Sus  




4. 㧗ᶫ㑈ᖹ (2014) ͆ࠕ Pigs might fly͇?? : ⌰⌫ิᓥ࡟࠾ࡅࡿඛྐே㢮ࡢ⛣ື࡟࢖ࣀࢩ
ࢩ࣭ࣈࢱࡣకࡗࡓ࠿㸽 ࠖࠗ ே㢮Ꮫⱝᡭࡢ఍➨㸰ᅇ⥲ྜ◊✲㞟఍࠘ᮾிࠊ2014 ᖺ 3 ᭶.㸦ᣍᚅ
ㅮ₇㸧 
5. ۑRyohei Takahashi (2014) ͆Zooarchaeological study of introduction of Sus  
scrofa into the prehistoric Ryukyu Islands based on ancient DNA analysis” SOKENDAI 
Symposium Modern Human Diversity on Genes and Culture - with special reference 
to Asia and Oceania -, Hayama, Japan, February 2014.㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
 
c. ᩍ⫱ 
6. ≉ูᣍ⪸ㅮᖌࠕẸ᪘Ꮫ⪃ྂᏛ≉Ṧ VIII 㸦ࠖ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ ᩥᏛ㒊タ⨨⛉┠ࠊబ⸨Ꮥ㞝Ặ࣭
⃝ 
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 25 ᖺ 12 ᭶ 20 ᪥࡟◊✲఍ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋࢸ࣮࣐ࡣࠕ࢔࣮ࢺ࠿ࠊẸ᪘Ꮫ࠿࡛ࠖ࠶ࡾࠊⓎ⾲⪅
ࡣࠊᕝཱྀᖾஓ❧ᩍ኱Ꮫᩍᤵ࡜➉ἑᑦ୍㑻࡛࠶ࡗࡓࠋ 
 26 ᖺ 1 ᭶ 24 ᪥࡟බ㛤ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋࢸ࣮࣐ࡣࠕ㈇ࡢᩥ໬㑇⏘ࡢಖᏑ࡜ᒎ♧
ࢆࡵࡄࡗ࡚࡛ࠖ࠶ࡾࠊᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢᶵ㛵◊✲࡜ࡢඹྠ㛤ദ࡛࠶ࡗࡓࠋⓎ⾲⪅ࡣῡࣀ
ୖⱥᶞ❧࿨㤋࢔ࢪ࢔ኴᖹὒ኱Ꮫ෸ᩍᤵ࡜బࠎᮌ೺኱ᵔ⏫⏕ᾭᏛ⩦ㄢ㛗࡜➉ἑ࡛࠶ࡗࡓࠋ 
 26 ᖺ 3 ᭶ 12 ᪥࡟ࣃࣜࡢ⮬↛ྐ༤≀㤋࡛ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋࢸ࣮࣐ࡣࠕ21 ୡ
⣖ࡢ༤≀㤋ࡢㄢ㢟࡛ࠖࠊࣟࢩ࢔Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢࢳࢫࢳࣕࢥࣂࠊࣈࢲ࣌ࢫࢺẸ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢ
ࣇ࢛ࣝࢹࢵࢩ࣮ࠊࢻ࣑ࢺ࣮࣭ࣜࢤࢫࢸ࢕ᅜ❧༤≀㤋ࡢ࣏࣏࢖࢘࡜࢝ࢪࣕࣝࠊ᪥ᮏࡢᕝཱྀ࡜
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࠸⮬㌿࿘ᮇ 5.4 ᫬㛫ࡢኳయ 4U 1954+319 ࢆほ ࡋࡓࠋ࣐ࢢࢿࢱ࣮⣭ࡢ☢ሙࡀ࡞ࡃ࡚ࡶㄝ
᫂ྍ⬟࡞ࡶࡢࡢࠊࡑࢀ࡛ࡶ⌫ᑐ⛠㝆╔࡜ 1013 Gauss ࡯࡝࡜࠸࠺ࠊ㐣ཤ࡟▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿ X ⥺
㐃ᫍ୰ࡢ୰ᛶᏊᫍࡼࡾࡶᙉ࠸☢ሙࡢኳయࡢྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࠊ࣐ࢢࢿࢱ࣮ࢆྵࡴ୰ᛶᏊᫍࠊ
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H. Nagakura, K. Hotokezaka, Y. Sekiguchi, M. Shibata and K. Ioka, ``Jet Collimation in the Ejecta 
of Double Neutron Star Mergers: A New Canonical Picture of Short Gamma-Ray Bursts,'' Astrophys. 
J. 784 (2014) L28, [arXiv:1403.0956 [astro-ph.HE]]. 
㻌
K. Kohri, M. Koike, Y. Konishi, S. Ohta, J. Sato, T. Shimomura, K. Sugai and M. Yamanaka, 
``Big-bang nucleosynthesis through bound-state effects with a long-lived slepton in the NMSSM,'' 
arXiv:1403.1561 [hep-ph]  
 
M. Yamanaka, K. Kohri, K. Ioka and M.M. Nojiri, ``130GeV gamma-ray line through axion 
conversion,'' arXiv:1310.3474 [astro-ph.CO].  
 
S. Iso, K. Shimada and M. Yamanaka, ``Kadanoff-Baym approach to the thermal resonant 
leptogenesis,'' arXiv:1312.7680 [hep-ph]. 
 
T. Enoto, et al. “Spectral and Timing Nature of the Symbiotic X-ray Binary 4U 1954+319: The 
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᪥᫬㸸 ᖺ㸯㸰᭶ ᪥㸦᭶㸧༗ᚋ ࠥ

















࠾ࡅࡿ $S753 ࡢ᫬✵㛫ⓗⓎ⌧ ࠖ
















᪥᫬㸸 ᖺ  ᭶  ᪥㸦᭶㸧༗ᚋ ࠥ
ሙᡤ㸸⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫ ⴥᒣ࢟ࣕࣥࣃࢫ ඹ㏻Ჷ 㝵ࢭ࣑ࢼ࣮ᐊ ࣭
ࠥ 㣁⏣ⴥᏊ 㛤఍࠶࠸ࡉࡘ
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⬨᳝ື≀ࡢ TRP 㑇ఏᏊࡶྵࡵࡓ㑇ఏᏊ⣔⤫ᶞࡢ᥎ᐃࢆ⾜࠸ࠊࡑࢀࡒࢀࡢ 4 ✀ࡢ඲ࢤࣀ࣒
࠿ࡽ᥎ᐃࡉࢀࡓTRP 㑇ఏᏊࡀ࡝ࡢ TRP ࢧࣈࣇ࢓࣑࣮ࣜ࡟ᒓࡍࡿ࠿ࢆㄪ࡭ࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ
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Shigeru Saito, Nagako Banzawa, Naomi Fukuta, Claire T. Saito, Kenji Takahashi, 
Toshiaki Imagawa, Toshio Ohta, and Makoto Tominaga 
㺀Heat and noxious chemical sensor, chicken TRPA1, as a target of bird repellents and 
identification of its structural determinants by multispecies functional comparison㺁 
Molecular Biology and Evolution (2014) 31(3):708-722 
 
Erkin Kurganov, Yiming Zhou, Shigeru Saito, and Makoto Tominaga,  
㺀Heat and AITC Activate Green Anole TRPA1 in a Membrane-Delimited Manner㺁,  
Pflügers Archiv - European Journal of Physiology, , 2014 ᖺ 1 ᭶ 3 ᪥࡟ඛ⾜ฟ∧ 
 
Kazumasa Nakatsuka, Rupali Gupta, Shigeru Saito, Nagako Banzawa, Kenji 
Takahashi, Makoto Tominaga, and Toshio Ohta,  
㺀Identification of Molecular Determinants for a Potent Mammalian TRPA1 Antagonist 
by Utilizing Species Differences㺁,  
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᪥ᮏ࡟࠾ࡅࡿㅖ⛉Ꮫࡢ⦅ᡂ࡜ᇶ♏ᴫᛕࡢ᳨ウ̿ᩥ⌮⼥ྜࡢ
᭷ຠᛶࢆࡉࡄࡿ




















ձ$ ⌜㸦࢚ࢿࣝࢠ࣮㸭ྡ㸧  ࠙ ᖺ  ᭶ᐇ᪋ࠚ
࣭࢚ࢿࣝࢠ࣮ࡢᇶ♏ၥ㢟࡟㛵ࡍࡿ㸴ࡘࡢㄢ㢟ᥦ㉳ࠋ
࣭࢚ࢿࣝࢠ࣮ᨻ⟇ࡢྂ௒ᮾす࡟㛵ࡍࡿࠊྛ࣓ࣥࣂ࣮࡟ࡼࡿ࣑ࢽㅮ⩏࡜ពぢ஺᥮ࠋ
࣭௒ᖺᗘ ᭶ึ᪪ࡢ Ἡ ᪥ࡢࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢタᐃ࡜ㄢ㢟ࡢᡴࡕྜࢃࡏࠋ
࣭᮶ᖺᗘ௨㝆ࡢィ⏬ࡢ㦵Ꮚࠊᡴࡕྜࢃࡏࠋ













   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 






































































































































࠮࠶࡚ࠪࡦ 2. 13:30 ޯ 15:50
ᖱႎ⑼ቇߩ⃻႐߆ࠄ
มળ㧦㋈ᧁ⽵⟤㧔࿖㓙ᣣᧄᢥൻ⎇ⓥ࠮ࡦ࠲࡯࡮ᢎ᝼㧕






࠮࠶࡚ࠪࡦ 3. 16:00 㨪18:00
ࡄࡀ࡞࠺ࠖࠬࠞ࠶࡚ࠪࡦޟቇⲢวߦ߅ߌࠆᖱႎߩᓎഀޠ
ࡄࡀ࡜࡯㧦










¾ 3/14㨪26 ㊄ሶ ࠗࠡ࡝ࠬ⺞ᩏ
࡮ࠣ࡜ࠬࠧ࡯ᄢ࿑ᦠ㙚ޔࡑࡦ࠴ࠚࠬ࠲࡯ᄢ࿑ᦠ㙚ߥߤ
࡮ࠛࡀ࡞ࠡ࡯㑐ଥ








¾ 2/15 ㋈ᧁ ᧲੩⺞ᩏ
࡮࡜ࠬࠠࡦᢥᐶ
࡮ࠛࡀ࡞ࠡ࡯㑐ଥ
¾ 㨪 ⍹Ꮉ ንጊ⺞ᩏ
࡮ንጊᄢቇޔዊ’࠳ࡓߥߤ
࡮ࠛࡀ࡞ࠡ࡯ߣᢥቇ































⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 2011㹼12 ᖺᗘ;㕥ᮌ㈆⨾ 2013 ᖺᗘ; ✄㈡⦾⨾ 
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

































ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
࣭ᡂᯝሗ࿌᭩࡜ࡋ࡚ࠊḟࡢ୕෉ࡲ࡜ࡵࠊᅜෆㅖศ㔝ࡢ◊✲ᶵ㛵⣙ 59ࠊᾏእࡢ᪥ᮏ◊✲ᣐⅬ
⣙ 50 ࡟㏦௜ࡋࡓࠋ 
ձ㔠Ꮚົ࣭㕥ᮌ㈆⨾ඹ⦅࢚ࠗࢿࣝࢠ࣮ࢆ⪃࠼ࡿ̿Ꮫࡢ⼥ྜ࡜ᣑᩓ ࠘ࠊB5 ∧ 298 㡫ࠋ
ղ᳃ὒஂࠗ᝟ሗ࡜ࡣఱ࠿࠘A5 ∧ 255 㡫
ճࠗ⥲ᣓࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ሗ࿌᭩࠘A5 ∧ 123 㡫
㕥ᮌ㈆⨾ࠊ㔠Ꮚຮࠊ⡿ᮏᫀᖹࠊ᳃ὒஂ











඲య఍㆟ࢆ  ᖺ  ᭶  ᪥࡟ⴥᒣࡢ⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫᮏ㒊࡟࡚㛤ദࡋࠊ௒ᚋࡢ◊✲ィ
⏬ࢆ㆟ㄽࡋࠊỴᐃࡋࡓ㸦ཧຍ⪅㸸ྡ㸧ࠋࡇࡢ◊✲ィ⏬࡟ἢࡗ࡚ࠊ㑇ఏᏊ⌜࡜ᩥ໬⌜ࡀ࡯ࡰ
⊂❧࡟◊✲ࢆࢫࢱ࣮ࢺࡉࡏࡓࠋࡇࢀࡽ㸰⌜ࡣࠊᅜ❧㑇ఏᏛ◊✲ᡤ࡜ᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋࡟࠾
࠸࡚ࡑࢀࡒࢀ⌜఍㆟ࢆ㛤ദࡋࡓࠋ㑇ఏᏊ⌜ࡣࠊᖺ ᭶  ᪥ࠥ ᪥࡟⌜఍㆟ࢆ㛤ദࡋࡓࠋ
ᣍ⪸ㅮ₇⪅㸱ྡࠊ㑇ఏ◊ࡢ◊✲⪅㸶ྡࠊᮏࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࣓ࣥࣂ࣮㸶ྡࡢࠊྜィ  ྡࡀཧຍ
























































































David Reich, … 6 persons…, Timothy A. Jinam, Maude E. Phipps, Naruya Saitou, … 3
persons…, and Mark Stoneking: Denisova gene flow and evidence for an early southern
route migration of modern humans. Submitted to Nature.
Timothy A. Jinam, Maude E. Phipps, and Naruya Saitou: Genetic substructure in
indigenous Malaysian populations based on genome-wide SNP markers. To be
submitted to European Journal of Human Genetics.
Japanese Archipelago Human Population Genetics Consortium*: History of human







Timothy Jinam, Norio Niikawa, Tadashi Kaname, Kenji Naritomi, Momoki Hirai, Shoji Kawamura,
Ryosuke Kimura, Shuhei Mano, Nao Nishida, Jun Ohashi, Hiroki OOta, Atsushi Tajima, Hideyuki
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David Reich, Nick Patterson, Martin Kircher, Frederick Delfin, Madhusudan R. 
Nandineni, Irina Pugach, Albert Min-Shan Ko, Ying-Chin Ko, Timothy A. Jinam, 
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Hiroo Nasu, Kenichi Tanno, Hitomi Hongo and Sumio Fujii㸬㸦Oral session㸧㸬2010㸬Archaeobotanical 
study of PPNB outpost, Wadi Abu Tulayha, Southern Jordan with special reference to the beginning 
of nomadism in the southern edge of the fertile crescent㸬15th Symposium of the International 
Working Group for Palaeoethnobotany (IWGP)㸬Wilhelmshaven, Germany㸬 
 
Hiroo Nasu, Kenichi Tanno, Hitomi Hongo and Sumio Fujii㸬㸦ᢞ✏୰㸧㸬Archaeobotanical study 
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㻹㼍㼘㼍㼥㼟㼕㼍㻘㻌㻝㻝㻛㻞㻜㻝㻝㻚㻌
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z Motofumi T. Suzuki, Tatsuya Shibata, Yoshitomo Yaginuma, Haruo Kodama, Extended 
3D HLAC Pattern Features for Solid Textures, IEEE International Conference on 
Signal and Image Processing Applications (ICSIPA2011), pp535--540, 
ISBN:978-1-4577-0242-6, Malaysia, 11/2011. 
z Motofumi T. Suzuki, A Fractal-based Keypoint Computation Method for Solid Textures, 
The International Conference on Information Retrieval and Knowledge Management, 
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᰾ ࣭ ␗ ᰾ ஧ ᰾ ᕼ ᅵ 㢮 (Ln) 㘒 య ࢆ ྜ ᡂ ࡍ ࡿ ࡓ ࡵ ࡢ 㓄 ఩ Ꮚ ࡜ ࡋ ࡚ ࠊ H3L
㸦Tris[4-(2-hydroxy-3-methoxyphenyl)-3-aza-3-butenyl]amine㸧ࢆ⏝࠸ࠊ༢᰾ Ln 㘒యࡸྠ᰾஧







 ᕼᅵ㢮࢖࢜ࣥ࡜ࡋ࡚ࠊEu(III), Tb(III), Er(III), Yb(III)ࢆྵࡴྠ᰾஧᰾ Ln 㘒య㸦LEu2, LTb2, 
LEr2, LYb2㸧ࠊ࠾ࡼࡧࠊ␗᰾஧᰾ Ln 㘒య㸦LTbEu, LEuTb, LYbEr, LErYb㸧ࡢ࣓ࢱࣀ࣮ࣝ⁐ᾮ
୰࡟࠾ࡅࡿ㟁Ẽ໬Ꮫⓗ≉ᛶࡢ᳨ウࢆ⾜ࡗࡓࠋᕼᅵ㢮࢖࢜ࣥࡢ౯ᩘࡣᇶᮏⓗ࡟ࡣ 3 ౯ࡀᏳᐃ
࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡣᗈࡃ▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿࡀࠊEu ࡸ Yb ࡣ௚ࡢᕼᅵ㢮࢖࢜ࣥ࡜ẚ࡭࡚ 2 ౯ࡢ౯ᩘࢆࡼ
ࡾᏳᐃ࡟࡜ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࡓࡵࠊLEu2ࡸ LYb2 ࡢྠ᰾஧᰾㘒యࠊLTbEu ࡸ LEuTbࠊLYbErࠊ
LErYb ࡢ␗᰾஧᰾㘒యࡢ㟁Ẽ໬Ꮫⓗ≉ᛶ࡟⯆࿡ࡀᣢࡓࢀࡿࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊYb ࢆྵࡴྠ᰾࣭␗
᰾஧᰾㘒య࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊYb(II/III)⏤᮶ࡢ㓟໬㑏ඖἼࡀ⁐፹㟁఩❆ෆ࡟ほ ࡉࢀ࡞࠿ࡗࡓࡀࠊ
Eu ࢆྵࡴྠ᰾࣭␗᰾஧᰾㘒య࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊLEu2 㘒యࡢሙྜࠊEu(II,III/III,III)࡜ Eu(II,II/II,III)
⏤᮶ࡢྍ㏫࡞ 2 ࡘࡢ㓟໬㑏ඖἼࡀ-0.46 ࡜-1.26 V㸦vs. Ag/AgCl㸧࡟ࠊLTbEu ࡸ LEuTb 㘒యࡢ
ሙྜࠊEu(II/III)⏤᮶ࡢྍ㏫࡞ 1 ࡘࡢ㓟໬㑏ඖἼࡀࡑࢀࡒࢀ-0.47 ࡜-1.01 V ࡟ほ ࡉࢀࡓࠋࡇ
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ᐇ㝿࡟ CMB ほ ࡟⏝࠸ࡿ TES(㉸ఏᑟ㌿⛣➃ࢭࣥࢧ)ࡢᛶ⬟ホ౯ࠊࢆ┠ᣦࡋ࡚◊✲ࢆ㐍ࡵ࡚
᮶ࡓࠋձࡢ೫ග※ࡢ㛤Ⓨ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ௨ୗ࡛㏙࡭ࡿ࡜࠾ࡾᴫࡡ㐩ᡂ࡛ࡁ࡚࠸ࡿࠋղ࡟㛵ࡋ
࡚ࡣࠊணᐃࡋ࡚࠸ࡓ POLARBEAR-2 ᐇ㦂࠿ࡽࡢ TES ࡢ౪⤥࡟㐜ࢀࡀ⏕ࡌࡓࡓࡵࠊ௦ࢃࡾ
࡟ WMAP ➼ࡢᚑ᮶ࡢᐇ㦂࡛౑ࢃࢀ࡚ࡁࡓ᳨ฟჾࢆ⏝࠸ࠊ೫ග※࡜ࡋ࡚ TES ࡟ࡶ༑ศ౑⏝
ྍ⬟࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ☜ㄆࡋࡓࠋTES ࢆ⏝࠸ࡓཎ⌮᳨ド࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊᮏ◊✲࡛ࡢάືࢆ㏻ࡌ࡚
















(1) Laboratory Calibration System for CMB Polarization Detectors 
M. Hasegawa, O. Tajima, Y. Chinone, M. Hazumi, K. Ishidoshiro and M. Nagai 
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」〇࡟ᚲ㡲ࡢ᪂つᅉᏊ STIL/MCPH7 ࢆྠᐃࡋሗ࿌ࡋࡓKitagawa D. et al. (2011) 
JCS ࡟࡚Ⓨ⾲ࠋࡲࡓࠊࡀࢇ⣽⬊࡟ほᐹࡉࢀࡿ୰ᚰᑠయ㐣๫」〇ࡢ⾲⌧⣔ࢆᢚไࡍ









1. Kitagawa D., Kohlmaier G., Keller D., Strnad P., Balestra F.R., Flückiger I. and 
Gönczy P. (2011) Spindle positioning in human cells relies on proper centriole 
formation and on the microcephaly proteins CPAP and STIL. J. Cell Sci., 124, 
3884-3893
2. Kitagawa D., Flückiger I., Polanowska J., Keller D., Reboul J. and Gönczy P. 
(2011) PP2A phosphatase acts upon SAS-5 to ensure centriole formation in C. 
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Gen Shiratsuchi, Katsuyoshi Takaoka, Tomoko Ashikawa, Hiroshi Hamada and Daiju Kitagawa
“RBM14 prevents de novo assembly of centriolar proteins and maintains genome integrity” 






   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    㣗≀㐃㙐䛾䝯䝍䝀䝜䝮ゎᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ





































   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
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ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ੐ᬺ 





























   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ඹ⏕ᛂ⟅࡟࠾ࡅࡿ࢝ࣝࢩ࣒࢘࢖࢜ࣥືែࡢ࢖࣓࣮ࢪࣥࢢゎᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 















᪂ࡓ࡞ Ca ࢖࣓࣮ࢪࣥࢢᡭἲ࡜ࡋ࡚ࠊCa ࢖࢜ࣥ⃰ᗘ࡟ᑐࡍࡿឤཷᛶࡢ␗࡞ࡿ Ca ࢖࢜ࣥ





ࢩࢢࢼࣝ(NLS)ࢆ⼥ྜࡉࡏࡓ YC260-NLS, YC360-NLS ࢆᵓ⠏ࡋࡓࠋࡇࢀࡽࢆ⏝࠸࡚ࠊᙜ◊
✲ᐊ࡛ྠᐃࡉࢀࡓᩘ✀ࡢඹ⏕ኚ␗య࡟ࡓ࠸ࡋ࡚ Ca ࢫࣃ࢖࢟ࣥࢢᛂ⟅⬟ࡢゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋࡲ
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Suganuma Y., et al., East Antarctic deglaciation and the link to global cooling during the 
Quaternary: Evidence from glacial geomorphology and 10Be surface exposure dating of the 





 㧕3 ᑼ᭽㧔   
 ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
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ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղࠕⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼஦ᴗࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㔝⃝ ᫀᩥ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᖹᡂ 25 ᖺᗘࡣࠊࡲࡎᖹᡂ 24 ᖺᗘ࡟ᘬࡁ⥆ࡁࠊmiRNA ࡢᙉไⓎ⌧ಶయ࡜㔝⏕ᆺಶయࡢ
RNA-seq ࢆ⾜࠸ࠊD. melanogaster ࡟࠾ࡅࡿᶆⓗ㑇ఏᏊࡢྠᐃࢆ㐍ࡵࡓࠋ᫖ᖺᗘࡣᗂ⹸࡟
࠾ࡅࡿᶆⓗ㑇ఏᏊࡢྠᐃࢆ⾜ࡗࡓࡀࠊᮏᖺᗘࡣ⻈࡜ᡂ⹸࡟࠾ࡅࡿᶆⓗ㑇ఏᏊࡢྠᐃࢆ⾜ࡗ
ࡓࠋࡇࢀ࡟ࡼࡾࠊ3 ࡘࡢⓎ⏕ẁ㝵࡟࠾ࡅࡿ 3 ࡘࡢ miRNA㸦miR277, miR954, miR982㸧ࡢ
ᶆⓗ㑇ఏᏊࢆ࡯ࡰ⥙⨶ⓗ࡟ྠᐃ࡛ࡁࡓࠋḟ࡟ࠊࡇࢀࡽᶆⓗ㑇ఏᏊࡀ D. simulans ࡟࠾࠸࡚
ࡶᶆⓗ㑇ఏᏊ࡛࠶ࡿ࠿࡝࠺࠿ࢆ⏕≀᝟ሗᏛⓗ࡟ண ࡋࡓࠋࡲࡓࠊศᏊ࡛ࣞ࣋ࣝࡢඹ㐍໬ࡢ





miRNA ࡢᙉไⓎ⌧ಶయࢆ⏝࠸ࡓᐇ㦂࡟ࡼࡾࠊD. melanogaster ࡟࠾࠸࡚ miR277 ࡛ 187
ಶࠊmiR954 ࡛ 29 ಶࠊmiR982 ࡛ 47 ಶࠊྜィ 263 ಶࡢᶆⓗ㑇ఏᏊࢆྠᐃࡋࡓࠋࡇࢀࡽࡢ
ᶆⓗ㑇ఏᏊࡀ D. simulans ࡛ࡶᶆⓗ㑇ఏᏊ࡛࠶ࡿ࠿ࢆㄪ࡭ࡓ࡜ࡇࢁࠊD. simulans ࡛ࡶᶆⓗ
㑇ఏᏊ࡛࠶ࡿ࡜ุᐃࡉࢀࡓࡢࡣࢃࡎ࠿ 124 㑇ఏᏊ㸦47%㸧࡟㐣ࡂ࡞࠿ࡗࡓࠋࡲࡓࠊࡇࢀࡽ
124 㑇ఏᏊ࡟ࡘ࠸࡚ࠊࡇࡢ୧✀࡛ᶆⓗᗙ఩ࡀಖᏑࡉࢀ࡚࠸ࡿ࠿ㄪ࡭ࡓ࡜ࡇࢁࠊ㏆⦕✀࡛࠶ࡿ
࡟ࡶ࠿࠿ࢃࡽࡎࠊࡑࡢ๭ྜࡣ⣙ 76%࡟࡜࡝ࡲࡗࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊಖᏑࡉࢀࡓᶆⓗᗙ఩ 139 ಶࢆ
ヲ⣽࡟ㄪ࡭ࡓ࡜ࡇࢁࠊศᏊ࡛ࣞ࣋ࣝඹ㐍໬ࡢ⑞㊧ࡀぢࡘ࠿ࡗࡓࡶࡢࡣࢃࡎ࠿ 2 ಶ࡛࠶ࡗࡓࠋ
௨ୖࡢ⤖ᯝ࠿ࡽࠊmiRNA 㑇ఏᏊ࡜ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢඹ㐍໬ࡢ⛬ᗘࡣప࠸࡜⤖ㄽࡋࡓࠋࡇࢀࡣࠊ
miRNA ࡜ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢ㛵ಀࡀ 1 ᑐ 1 ࡛ࡣ࡞ࡃከᑐከ࡛࠶ࡿࡓࡵࠊඹ㐍໬ࡢ⛬ᗘࡀᙉࡍࡂࡿ
࡜㐍໬ࡢవᆅࡀ඲ࡃ࡞ࡃ࡞ࡗ࡚ࡋࡲ࠺ࡓࡵ࡛࠶ࡿ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋ 







Nozawa M*, Fujimi M, Iwamoto C, Fukuda N, Ikeo K, and Gojobori T. A new model for 
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    䊓䊌䊤䊮⎫㉄ᓸዊ᭴ㅧ䋨㪟㪪㪥㪪䋩䈮䉋䉎 㪮㫅㫋 䉲䉫䊅䊦䈱೙ᓮ 
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ࠇ߹ߢߩ⎇ⓥᚑᨐࠍ߹ߣ߼ޔ⃻࿷ᛩⓂਛߢ޽ࠆ㧔Mii et al㧕ޕ 
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    䝦䝟䝷䞁◲㓟ᚤᑠᵓ㐀䠄㻴㻿㻺㻿䠅䛻䜘䜛 㼃㼚㼠 䝅䜾䝘䝹䛾ไᚚ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 







ࡇࡢ⤖ᯝࠊNDST1 ࡢ㐣๫Ⓨ⌧࡟ࡼࡾࠊࡇࢀࡲ࡛࡟ྠᐃࡋ࡚ࡁࡓ N-sulfo HSNS ࡣቑຍ
ࡍࡿ୍᪉ࠊN-acetyl HSNSࡣῶᑡࡋࡓࠋࡲࡓMOὀධ⣽⬊࡛ࡣ㐣๫Ⓨ⌧࡜ࡣ㏫࡟N-sulfo 
HSNS ࡣῶᑡࡍࡿ୍᪉ࠊN-acetyl HSNS ࡣቑຍࡋࡓࠋࡇࡢࡇ࡜࠿ࡽࠊNDST1 ࡣෆᅾᛶ
ࡢ N-sulfo HSNS ࡢᙧᡂ࡟ᚲせ࡛࠶ࡿ࡜࡜ࡶ࡟ N-acetyl HSNS ࡀ N-sulfo HSNS ࡬࡜
㌿᥮ࡉࢀࡓྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࡿࠋ 
 ᭦࡟ NDST1 ࡀ⣽⬊እ✵㛫࡛ Wnt ࣜ࢞ࣥࢻ࡟୚࠼ࡿᙳ㡪ࢆ᳨ウࡍࡿࡓࡵ࡟㐣๫Ⓨ⌧
ᐇ㦂ࢆ⾜ࡗࡓ࡜ࡇࢁࠊNDST1 Ⓨ⌧⣽⬊ࡢ⾲㠃࡟ EGFP-Wnt8 ࡀ㞟✚ࡍࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿




㢧ᚤ㙾 STED ࢆ⏝࠸࡚ࠊHeLa ⣽⬊࡟ぢࡽࢀࡿ HSNS ࢆ㧗ゎീᗘ㸦ศゎ⬟ 70 nm ⛬ᗘ㸧




NDST ࡣ⏕໬Ꮫⓗ࡟ࡣ࣊ࣃࣛࣥ◲㓟㙐ࡢ N-acetyl glucosamine ࢆ N-sulfo ໬ࡍࡿ㓝⣲
࡜ࡋ࡚▱ࡽࢀ࡚࠾ࡾࠊᮏ◊✲࠿ࡽ♧၀ࡉࢀࡿ N-acetyl HSNS ࡢ N-sulfo HSNS ࡬ࡢ㌿
᥮ࡣࠊ⏕໬Ꮫⓗ▱ぢ࡜ྜ⮴ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓࡇࡢࡇ࡜࠿ࡽࡑࢀࡒࢀࡢ HSNS ࡀග
Ꮫ㢧ᚤ㙾࡛㆑ูྍ⬟࡞ูᵓ㐀ࢆᙧᡂࡋ࡚࠸ࡿ࡜࠸࠺᪂ࡓ࡞ᴫᛕࡀᨭᣢࡉࢀࡿࠋᚑ᮶
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ಽᢔߣ␠ળᕈߩ౒ㅴൻ࠳ࠗ࠽ࡒࠢࠬߩ⸃᣿ 
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ߩᱫ੢₸ࠍᜬߟ߇ޔ❥ᱺജߦ㑐ߒߡߪ public goods gameߢᓧࠄࠇࠆ೑⋉ߦᲧ଀ߔࠆߣߔࠆޕ
ߔߥࠊߜ(1)දജ⠪ߪ❥ᱺ਄ߩࠦࠬ࠻ࠍ⽶޿ޔ(2)ࡄ࠶࠴ో૕ߩ❥ᱺജߪޔߘߩࡄ࠶࠴ߩදജ
ဳߩ୘૕ᢙߦᲧ଀ߔࠆޔߣ઒ቯߒޔಽᢔ₸ߦ৻ቯߩ⓭ὼᄌ⇣߇⿠ߎࠆߣߒߡ
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ᮡ⪲㓉㚍 (2013)ޟⶄว⊛ἴኂޔߘߩ⢛᥊ߦ޽ࠆ␠ળޠ, ਛ᧛ᓕ᮸㧔✬㧕ޡࡐࠬ࠻ 3.11ߩ⑼
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2012 ᖺᗘ㹼2013 ᖺᗘࡢ 2 ᖺ㛫࡟࠾࠸࡚᫂ࡽ࠿࡟ࡉࢀࡓ▱ぢࡣࠊࡇࢀࡲ࡛࡟ 2 ෉ࡢⴭసࠊ
3 ᮏࡢ㟁Ꮚ፹యグ஦ࠊࡑࡋ࡚ከࡃࡢᏛ఍Ⓨ⾲୍࣭⯡ㅮ₇࡜࠸࠺ᙧ࡛බ⾲ࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋణࡋࠊ








 ᶆⴥ㝯㤿. (2013)ࠕ」ྜⓗ⅏ᐖࠊࡑࡢ⫼ᬒ࡟࠶ࡿ♫఍ࠖ, ୰ᮧᚁᶞ㸦⦅㸧ࠗ ࣏ࢫࢺ 3.11
ࡢ⛉Ꮫ࡜ᨻ἞࠘, pp.179-224.  
 ⏣୰ᖿே, ᶆⴥ㝯㤿, ୸ᒣ⣖୍ᮁ. ࠗ⅏ᐖᙅ⪅࡜᝟ሗᙅ⪅㸫3.11 ᚋࠊఱࡀぢ㐣ࡈࡉࢀࡓ
ࡢ࠿࠘, ⟃ᦶ᭩ᡣ. 
㟁Ꮚ፹యグ஦ 
 Ryuma Shineha & Mikihito Tanaka (2014) “Mind the Gap: 3.11 and the 
Information Vulnerable”, The Asia-Pacific Journal, Vol. 12, Issue 7, No. 4. 
 ᶆⴥ㝯㤿. (2014) ࠕᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ ᨵࡵ࡚ぢࡘࡵࡓ࠸ࠕࡇࢀࡲ࡛ࠖ࡜ࠕࡇࢀ࠿ࡽࠖࠖ , Ș
-synodos, vol 144. 
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࠭ߪMoodleߩ Check listࡕࠫࡘ࡯࡞ࠍ೑↪ߒߚ㧚಴ജࡈࠚ࡯࠭ߢߪ Graphvizߣ޿߁ࠝ࡯
ࡊࡦ࠰࡯ࠬߩ࠷࡯࡞ࡄ࠶ࠤ࡯ࠫࠍ೑↪ߒߚ㧚Graphviz ߪ DOTࠬࠢ࡝ࡊ࠻ߢ␜ߐࠇߚࠣ࡜
ࡈࠍឬ↹ߔࠆࡄ࠶ࠤ࡯ࠫߢ޽ࠆ㧚Moodleࠍ೑↪ߒߚ⢛᥊ߣߒߡ㧘⃻࿷ቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯















































(2) E. deDoncker, F.Yuasa et al.” Extrapolation Algorithms for Infrared Divergent
Integrals”ࢆComputational Particle Physics (CPP 2010)ࡢ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࣉࣟࢩ࣮ࢹ࢕




(4)E. deDoncker, F.Yuasa et al. “Quadpack Computation of Feynman Loop Integrals”ࢆ





   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 


























1) “Quadpack Computation of Feynman Loop Integrals”, E. de Doncker, J.Fujimoto, N.Hamaguchi, T.Ishikawa, Y.Kurihara, 
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T.Ishikawa, Procedia CS 4: 878-887 (2011). 
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Y.Kurihara, Y.Shimizu, F.Yuasa, Proceedings of Science, PoS (QFTHEP2011)029. 
5) “Toward Automatic Regularization for Feynman Loop Integrals in Perturbative Quantum Field Theory”, E.de Doncker and 
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͆Collaborative visualization of web interactions for usability testing͇ The 9th
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Ⓨ⾲ㄽᩥ[4] ᒣ⏣ಇဢ, ᯇ஭▱Ꮚ, ୰㐨ୖ, ࠕPrefixSpanBoosting࡟ࡼࡿWeb࣮ࣘࢨࣅࣜ
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 㸦㸯㸧ప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢ Web ࣮࣌ࢪࡢ⮬ື᳨ฟ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊホ౯⪅࡟ࡼࡿศᯒᑐ㇟
࡜࡞ࡿ࣮࣌ࢪᩘ࡜ࠊ⿕㦂⪅࡟࡜ࡗ࡚౑࠸࡟ࡃ࠸࣮࣌ࢪࡢ᳨ฟ⋡ࡢ㛵ಀࢆ⾲ࡍ
Mathematical-Line ࢆ⏝࠸㸪㈝⏝ᑐຠᯝࢆ☜ㄆࡋ࡞ࡀࡽࠊ᳨ฟࡍࡿ Web ࣮࣌ࢪᩘࢆㄪᩚ
ࡍࡿࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊุᐃࡢࡓࡵࡢࡋࡁ࠸್ࢆタᐃࡍࡿ᪉ἲࢆ⪃᱌ࡋࡓࠋMathematical-Line
࡟࠾ࡅࡿᖹᆒ᳨ฟ⋡࡜ṇุู⋡ࡢ஺Ⅼ࡟╔┠ࡍࡿ࡜ࠊࠕ౑࠸࡟ࡃ࠸ࢢ࣮ࣝࣉࠖ࡜ࡋ᳨࡚ฟ
ࡍࡿ࣮࣌ࢪᩘࡢ 39 ࣮࣌ࢪ┠௜㏆࡛஺ᕪࡋ࡚࠾ࡾࠊࡇࡢ࡜ࡁࡢᖹᆒ᳨ฟ⋡ࡣ 0.75ࠊṇุู







 㸦㸰㸧࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢ Web ࣮࣌ࢪ࡟≉ᚩⓗ࡞࣮ࣘࢨ㜀ぴ᫬⾜ືࡢ⮬
ືᢳฟ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊࡇࢀࡲ᳨࡛ウࡋ࡚ࡁࡓ Pboost ࡟ࡼࡿ᪉ἲࢆᨵⰋࡋࡓࠋᨵⰋ∧ Pboost
࡟ࡼࡾࠊ᫂☜࡟ࠕ౑࠸࡟ࡃ࠸ࠖ࡜ホ౯ࡉࢀࡓ࣮࣌ࢪ࡜ࡑࡢ௚ࡢホ౯ࢆᚓࡓ࣮࣌ࢪࡢ㸰ࢢࣝ
࣮ࣉ࡟ุูࡍࡿ㝿࡟ࠊ↓ᩘ࡟⪃࠼ࡽࢀࡿ࣮ࣘࢨ࢖ࣥࢱࣛࢡࢩࣙࣥࡢ⤌ࡳྜࢃࡏ࠿ࡽࠊ㆑ู
ⓗ࡞ᙺ๭ࢆᣢࡕุࠊ ู⤖ᯝ࡟ᙳ㡪ࢆ୚࠼ࡿ࣮ࣘࢨ㜀ぴ⾜ືࡢࣃࢱ࣮࡛ࣥ࠶ࡿ 296 ࢖ࣥࢱࣛ
ࢡࢩࣙࣥࣃࢱ࣮ࣥࢆᢳฟࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ 
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Conference on Human-Computer Interaction (HCI International 2011), pp.144-152, 
Jul. 2011. (ᰝㄞ᭷ࡾ) [ู⣬㸸◊✲ሗ࿌㸯.pdf] 
[2] ୰㐨 ୖ, ᮌᾆ ᖿ㞝, ᒣ⏣ ಇဢ, ᰩᒣ 㐍, ୖ㔝 ⚽๛ , ͆Web ࢖ࣥࢱࣛࢡࢩࣙࣥศᯒ
ᨭ᥼⎔ቃ ITR-Recorder & Player͇, ࣐ࣝࢳ࣓ࢹ࢕࢔㸪ศᩓ㸪༠ㄪ࡜ࣔࣂ࢖ࣝ
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ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ࢻ࣮ࣃ࣑ࣥ௦ㅰ⣔㓝⣲ࡢࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚⮬↛㞟ᅋ࡟࠾ࡅࡿ
Ⓨ⌧࣭⾜ືゎᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճ ࠕዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠖ 




























1) *Takahashi, A., Fujiwara-Tsujii, N., Yamaoka, R., Itoh, M., Ozaki, M. and 
Takano-Shimizu, T. (2012) Cuticular hydrocarbon content that affects male mate 
preference of Drosophila melanogaster from West Africa. International Journal of 
Evolutionary Biology 2012: Article ID 278903 
 
2) *Takahashi, A. and Takano-Shimizu, T. (2011) Divergent enhancer haplotype of ebony 
on inversion In(3R)Payne associated with pigmentation variation in a tropical 

















ࡀ㐍ࢇࡔ⥅௦࣌࢔࡛࠶ࡿ ,0ࠊ,) ࡢ  ಶయ㸦 ୡ௦┠㸧ࢆゎᯒᑐ㇟࡜ࡋࡓࠋᢳฟࡋࡓ
ྛಶయࡢ '1$ ࠿ࡽࠊ3DLUHG (QG 6HTXHQFLQJ ⏝ࡢࣛ࢖ࣈ࣮ࣛࣜ1 ✀ࢆసᡂࡋࠊḟୡ௦ࢩ࣮ࢡ
࢚ࣥࢧ࣮㸦,OOXPLQD *HQRPH $QDO\]HU ,,[㸧࡟ࡼࡾሷᇶ㓄ิỴᐃࢆ⾜ࡗࡓࠋᚓࡽࢀࡓ㓄ิ
ࢆࠊබ㛤ࡉࢀ࡚࠸ࡿࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗࢤࣀ࣒㓄ิࢆࣜࣇ࢓ࣞࣥࢫ㓄ิ࡜ࡋ࡚࣐ࢵࣆࣥࢢࡋ
ࡓࠋ⌧ᅾࠊ,0 ⥅௦࣌࢔ ಶయ㛫࡛ࡢከᆺࠊ࠾ࡼࡧࣜࣇ࢓ࣞࣥࢫ㓄ิ࡜ ,0⣔⤫㛫ࡢከᆺࡢ᥈
⣴ࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
,0ࠊ,) ࡢ࠸ࡎࢀࡢಶయ࡟࠾࠸࡚ࡶࠊ⣙ 㹶ࡢཌࡳ࡛ࣜࣇ࢓ࣞࣥࢫ㓄ิࡢ⣙ 㸣ࢆ࢝
ࣂ࣮ࡍࡿࢤࣀ࣒㓄ิࢆ᫂ࡽ࠿࡟࡛ࡁࡓࠋᮍࡔゎᯒ୰࡛ࡣ࠶ࡿࡀࠊIM ⣔⤫ࡢ 2 ಶయ㛫࡟ࡣ 0.1
㹼0.5㸣⛬ᗘࡢከᆺ㸦୍ሷᇶከᆺࠊ▷࠸Ḟኻ࣭ᤄධ㸧ࡀ࠶ࡾࡑ࠺࡛࠶ࡿࠋ⌧ᅾ⥔ᣢࡋ࡚࠸ࡿ
ࡍ࡭࡚ࡢ IM ⣔⤫ࡣࡇࡢ 2 ಶయࡢᏊᏞ࡛࠶ࡿࠋᚑࡗ࡚ࠊ⌧ᅾ 18㸪19 ୡ௦┠ࡢ஺㓄ࢆ⾜ࡗ࡚
࠸ࡿࡀࠊࡇࢀࡽࡢಶయࡣ 99.5㸣௨ୖࡢࢤࣀ࣒㓄ิࡀ୍⮴ࡋ࡚࠸ࡿࡣࡎ࡛࠶ࡿࠋࡇࡢࡇ࡜࠿
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ㏆஺⣔ࡢ TILLING ࣛ࢖ࣈ࣮ࣛࣜసᡂ⣔ࡢ☜❧ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 




⣔࡛࠶ࡿ IM ⣔⤫ࢆ⏝࠸ࠊ኱つᶍ࡞ TILLING ࣛ࢖ࣈ࣮ࣛࣜࢆసᡂࡍࡿࡓࡵࡢࢩࢫࢸ࣒ࢆᵓ
































 㧕3 ᑼ᭽㧔   
 ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
 
 
┙⏕ߩ♽ᚑ૞࡯࡝࡜ࡉࠗ࡜GNILLIT ߩ♽੤ㄭࡘࠪ࠶ࠖࡈ࡜ࡉ࠯   ⒓ฬࡑ࡯࠹ⓥ⎇
 ᬺ੐េᡰⓥ⎇⠪ⓥ⎇ᕈᅚ ಽ඙ᬺ੐൐ᔕ


















㈩੤ߣࠬࡔ⛔♽MI ߩℂಣᧂࠍࠇߎޔߒℂಣUNE ࠍ૕୘ࠬࠝMI ߢਅઙ᧦ߚߒ಴⷗ᐲᐕᤓ
















































Awata H, Matsushita A, Wakakuwa M, Arikawa K. 2010. Eyes with basic dorsal and specific ventral





   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
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Atsuko Matsushita, Hiroko Awata, Motohiro Wakakuwa, Shin-ya Takemura and Kentaro Arikawa 
Rhabdom evolution in butterflies: inferences of the uniquely tiered and heterogeneous 
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    㝵ᒙⓗ㖟Ἑᙧᡂ⌮ㄽ䛜ண 䛩䜛㖟Ἑ䛾Ⰽ➼⣭ᅗ䛾⌮ㄽィ⟬䛸䛭
䛾⣔⤫ⓗศᯒ㻌
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟ䐡ዪᛶ◊✲⪅ᨭ᥼㻌
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ⏕⏣ ࡕࡉ࡜ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 






















ẚ㍑ࡍࡿ࡜ࠊ᭷ຠ༙ᚄࡀ NSF ௨ୗࡢᴃ෇㖟Ἑ࡛ࡣ್ࠊ ࡟ࡤࡽࡘࡁࡀ኱ࡁࡃࠊ᭷ຠ༙
ᚄࡀ NSF ௨ୖࡢᴃ෇㖟Ἑ࡛ࡣࠊ࡯ࡰ୍ᐃࡢ್ࢆ࡜ࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋ ௨ୖࢆྜࢃ
ࡏࡿ࡜ࠊࡶࡋᴃ෇㖟Ἑࡀ㝵ᒙⓗ࡟ᙧᡂࡋࡓࡢ࡛࠶ࢀࡤࠊ᭷ຠ༙ᚄࡀ NSF ௨ୗࡢᴃ෇
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Ბ㓏ߢߪޔ100 એ਄ߩᬦ౞㌁ᴡߩ⦡╬⚖࿑ࠍ㓏ጀ⊛㌁ᴡ⸘▚ℂ⺰ߦၮߠߊ N-body+ 
Smoothed Particle Hydrodynamics(SPH)ࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦߩ⚿ᨐࠍ↪޿ߡޔ⦡╬⚖࿑ࠍ⸘
▚ߒޔ⛔⸘⊛ߦߘߩ․ᓽࠍ⺞ߴߚޕߘߩ⚿ᨐޔ⦡╬⚖࿑਄ߢߩ horizontal branch (HB) 
morphologyߣ Red Giant Branch(RGB)ߩ᏷㧔⦡ߩಽᢔ㧕ߪޔ᦭ലඨᓘ߇ 4kpcએ਄ߩᄢ߈
ߥ㌁ᴡߣߘࠇએਅߩ㌁ᴡߢᄢ߈ߊ⇣ߥࠆߎߣ߇ࠊ߆ߞߚޕ᦭ലඨᓘ߇ 4kpcᧂḩߩ㌁ᴡߢߪޔ
หߓ᦭ലඨᓘߩ㌁ᴡߢ޽ߞߡ߽ RGBߩ᏷߿ HBߩᒻᘒ߇⇣ߥࠆߎߣ߇ࠊ߆ߞߚޕ2020ᐕ



























   㧔᭽ᑼ 3㧕 
















   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ┿㦵㨶㢮䠎ศᏊ✀ 㻭㻾 㑇ఏᏊ䛻䜘䜛㞝ᛶᙧ㉁Ⓨ⌧䛾ศᏊᶵᵓ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟ䐡㻌 䛂ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ䛃 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ Ⲷ㔝 ⏤⣖Ꮚ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ࡟࢔ࣥࢻࣟࢤࣥཷᐜయ(ARȘࠊARș)ኚ␗యࢆ࣓ࢲ࢝ Tilling ࣛ࢖ࣈࣛ
࣮ࣜ࠿ࡽࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢࠊin vitro ᶵ⬟ゎᯒ࠿ࡽኚ␗యࢆ㑅ฟࡋࡓࠋ⌧ᅾࣂࢵࢡࢡࣟࢫ
ࢆ⾜ࡗ࡚࠾ࡾࠊᖹᡂ 24 ᖺᗘ࡟⾲⌧ᆺゎᯒࢆ⾜࠸ࠊ┿㦵㨶㢮㸰ศᏊ✀ AR 㑇ఏᏊࡢ஧ḟ
ᛶᚩⓎ⌧㐣⛬࡟࠾ࡅࡿᙺ๭ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓࠊ࢔ࣥࢻࣟࢤࣥᢞ୚࡟ࡼࡾࠊ
㞤࡟㞝ࡢᙧ㉁࡛࠶ࡿᑼ㫅ங㢌≧✺㉳ࡢᙧᡂࢆㄏᑟࡋࠊ࣐࢖ࢡࣟ࢔ࣞ࢖ゎᯒࠊᐃ㔞 PCRࠊ








Bmp㸵ࠊLef1ࠊDlx5 ࡢ㑇ఏᏊⓎ⌧ࡀㄏᑟࡉࢀࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡾࠊBmp ࠾ࡼࡧ Wnt 
ࢩࢢࢼࣜࣥࢢࡀ࢔ࣥࢻࣟࢤࣥ࡟ࡼࡾάᛶ໬ࡉࢀࠊங㢌≧✺㉳ᙧᡂࢆㄏᑟࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟ᛶ
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 


























   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᮍศ໬⣽⬊࣐࣮࣮࡛࢝࠶ࡿ5H[㑇ఏᏊࡢ࣐࢘ࢫ⬇࠾ࡼࡧᡂయ
⤌⧊࡟࠾ࡅࡿⓎ⌧ᒁᅾ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ





1. ච␿⣽⬊໬Ꮫ࡟౑⏝࡛ࡁࡿᢠ Rex1 ᢠయࡢస〇 2. Rex1 ࡢⓎ⌧ࢆ EGFP ࡞࡝ࡢ࣏࣮ࣞ
ࢱ࣮ศᏊ࡟ࡼࡾྍど໬ࡍࡿ࣏࣮ࣞࢱ࣮࣐࢘ࢫ⣔⤫ࡢస〇 ࢆヨࡳࡓࠋ1. ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ MBL
♫࡟౫㢗ࡋ࢘ࢧࢠ㸰⩚࡟ Rex㸯ࡢ࢔࣑ࣀ㓟㓄ิࢆࡶ࡜࡟ྜᡂࡋࡓ 3 ✀ࡢ࣌ࣉࢳࢻ࢝ࢡࢸࣝ
ࢆච␿ࡋࠊච␿ 5 ᅇ┠௨㝆ࡢᢠ⾑Ύ࡛ ES ⣽⬊ࡢච␿ᰁⰍࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓ࡜ࡇࢁࠊES ⣽⬊ࡢ
᰾ࡀᰁⰍࡉࢀ࡚ぢ࠼୍ぢ≉␗ᢠయࡀస〇ࡉࢀࡓ࠿ࡢࡼ࠺࡟ぢ࠼ࡓࠋࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽ௨๓࡟స
〇ࡋࡓ Rex1 ࡢ୧࢔ࣜࣝࢆḞᦆࡋࡓࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ ES ⣽⬊ᰴ㸦Rex1-/-⣽⬊ᰴ㸧ࢆ⏝࠸࡚ᰁⰍ






















   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
 
















ಽൻㆊ⒟߅ࠃ߮ cell sortingߩ⃻⽎ࠍ in vitroߦ߅޿ߡ⹦⚦ߦⷰኤߔࠆߎߣ߇น⢻ߦߥߞߚޕ 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
਄⸥ߩ PrEಽൻ⺃ዉၭ㙃♽ࠍ೑↪ߒߡޔPrE⚦⢩ߩಽൻㆊ⒟߅ࠃ߮ cell sortingߦ㑐ࠊࠆಽሶ




















   㧔᭽ᑼ 3㧕 
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ⇇㕙㔚ሶ⒖േ෻ᔕࠍ೑↪ߒߚ᳓ߩቢోశಽ⸃ࠪࠬ࠹ࡓߩഃᚑ
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԚޟᅚᕈ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេޠ 






































   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ⏺㠃㟁Ꮚ⛣ື཯ᛂࢆ฼⏝ࡋࡓỈࡢ᏶඲ගศゎࢩࢫࢸ࣒ࡢ๰ᡂ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճࠕዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼ࠖ 






































   㸦ᵝᘧ 3㸧 








   㧔᭽ᑼ 3㧕 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 











 ᇶ♏ࢸ࣮࣐ 1 ࡛ࡣ㸪(1) 1.5 ࣨ᭶࠿ࡽ 10 ࣨ᭶ࡲ࡛ࡢ࢟ࣕࣜ࢔ࡢ᪂ே SC ࢺ࣮ࣞࢽࣥࢢࣉࣟ
ࢢ࣒ࣛ࡜㐃ືࡋࡓ SC άືࢹ࣮ࢱ཰㘓࡜ࣜࣇࣞࢡࢩࣙࣥࢹ࣮ࢱ཰㘓㸪࠾ࡼࡧ(2) ⇍⦎ SC ࡢ
SC άືࢹ࣮ࢱ཰㘓࡜ࣜࣇࣞࢡࢩࣙࣥࢹ࣮ࢱ཰㘓ࡢ஧ࡘࢆ⾜ࡗࡓ㸬(1)࡛ࡣ㸪ᖺ㛫ࢆ㏻ࡋ࡚㸪
SC24 ྡࡢࣇࣟ࢔཰㘓(16 ᪥㛫㸪142 ᅇ㸪ࢹ࣮ࢱ㔞 40.9GB)㸪 SC31 ྡࡢࣜࣇࣞࢡࢩࣙࣥ཰
㘓(16 ᪥㛫㸪17 ᅇ㸪ࢹ࣮ࢱ㔞 80.68GB)ࢆ⾜ࡗࡓ㸬(2)࡛ࡣ㸪2014 ᖺ 2 ᭶࠿ࡽ 3 ᭶ࡢ㛫࡟ 10
ྡ⛬ᗘࡢ࢟ࣕࣜ࢔ࡢ㛗࠸ SC ࢆᑐ㇟࡟㸪ࣅࢹ࣓࢜࢝ࣛ 6 ྎ(⎔ቃ࣓࢝ࣛ 5 ྎ㸪ᡭᣢࡕ࣓࢝ࣛ
1 ྎ)㸪࣐࢖ࢡࣟࣇ࢛ࣥ 7 ᮏ(⎔ቃ࣐࢖ࢡ 4 ᮏ㸪࣡࢖ࣖࣞࢫ 3 ᮏ)㸪㌟యືస཰㘓ᶵჾ Kinect5
ྎࢆタ⨨ࡋࡓ⎔ቃ࡛᮶㤋⪅࡜ࡢࡸࡾྲྀࡾࢆᫎീ཰㘓ࡋࡓ㸬ᇶ♏ࢸ࣮࣐ 2 ࡛ࡣ㸪ᖹᡂ㸰㸳ᖺ
ᗘ࡟㸪ᮍ᮶㤋ࡢ SC ࡢே࡟༠ຊࡋ࡚ࡶࡽ࠸㸪SC36 ྡ 645 ௳(2014.2.25 ⌧ᅾ)ࡢ࣮ࣛࢽࣥࢢ




















   㸦ᵝᘧ 3㸧 





ࣙࣥศᯒࠖࠗ ࣄ࣮࣐ࣗࣥ࢖ࣥࢱࣇ࢙࣮ࢫᏛ఍ㄽᩥㄅ࠘No.15, Vol.4, pp.375-388㸬 
2. Mayumi Bono, Hiroaki Ogata, Katsuya Takanashi, and Ayami Joh. (2014) The 
Practice of Showing ‘Who I am’: A Multimodal Analysis of Encounters between 
Science Communicator and Visitors at Science Museum. Organized Session: 
Brightening Life Style up with Technologies. HCI International 2014 (22-27 June, 
Creta Maris, Heraklion, Crete, Greece) ᥇ᢥ῭ࡳ㸪ᮍⓎ⾲ 
3. Mayumi Bono. (2013) Incorporation of Professional Voices in Conversation 
Analysis: Evaluating the Skills of Science Communicators At a Science Museum in 
Japan. AN INTERDISCIPLINARY APPROACH BETWEEN the 
MICROANALYSIS of INTERACTION AND ETHNOGRAPHIC RESEARCH: HOW 
CAN WE FILTER the MULTIMODAL DATA to MAKE RIGOROUS ANALYTIC 
CLAIMS? The 112th AAA Annual meeting (American Anthropological Association). 
(November 20, 2013, Hilton, Marquette Room, Chicago, U.S.A.), Panel organizer 
and presenter. 
4. Ogata, Hiroaki., Mouri, Kousuke Mouri., Bono, Mayumi., Joh, Ayami., Takanashi, 
Katsuya., Osaki, Akihiro., Ochiai, Hiromi., Morita, Yuko. (2013). Analysis of 
Ubiquitous Learning Logs in the Context of Science Communications in a Museum, 
4th International Workshop on Technology-Transformed Learning: Going Beyond 
the One-to-One Model?, In Conjunction with International Conference on 
Computers in Education 2013, Workshop proceedings of ICCE 2013, pp.74-79. (Nov 
18-22, 2013, Bali, island, Indonesia) 
5. 㧗᲍ඞஓ. (2013) ࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥ⛉Ꮫ࠿ࡽぢࡓࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࡢ཮᪉ྥᛶ.
㸦ᣍᚅㅮ₇㸧➨ 8 ᅇ⛉Ꮫࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥ◊✲఍ᖺḟ኱఍(9 ᭶ 29 ᪥㸪ி㒔኱Ꮫ༤
≀㤋) 
6. ⥴᪉ᗈ᫂㸪ẟ฼⪃భ㸪ᆓ㎰┿ᘪ㸪ᇛ⥤ᐇ㸪㧗᲍ඞஓ㸪኱ᓮ❶ᘯ㸪ⴠྜ⿱⨾㸪᳃⏣⏤Ꮚ㸬 
(2013) ࣮ࣛࢽࣥࢢࣟࢢࢩࢫࢸ࣒ࢆ⏝࠸ࡓᐇ㊶▱ࡢඹ᭷࣭ά⏝ᨭ᥼࡟࠾ࡅࡿ Learning 
Analytics ࡢᙺ๭: ᪥ᮏㄒᏛ⩦࡜⛉Ꮫࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࢆ౛࡜ࡋ࡚, ᪥ᮏᩍ⫱ᕤᏛ















平成２6 年度は前年に引き続き，次の 3 つの基礎テーマに基づいて進めてきた． 
(基礎)テーマ 1：行動観察に基づく SC の実践知理解とスキル評価尺度の開発(担当：坊農・高梨) 
(基礎)テーマ 2：ラーニングログを用いた SC のメタ認知的思考の抽出(担当：緒方・坊農) 
(基礎)テーマ 3：テキスト情報処理を目指した SC の行動と実践知に関わるコンテンツデザイン(担
当：宮尾・佐藤・坊農) 
これらに加え，以下の応用テーマの検討を開始した． 
(応用)テーマ 4：「ディスカッション型教育メソッド」開発(平成 26 年度から始動)(担当：高
梨・坊農ら) 
 基礎テーマ 1 では，SC の実践知理解を主たる研究テーマとし，論文執筆と学会発表を多
数行った．論文は日本認知科学会発行の『認知科学』に 2 編収録された．また Springer 発
行の学会発表は，『Lecture Notes in Computer Science』に 1 編収録された．学会発表は，
HCI International 2014 での招待プレゼンテーション，言語処理学会第 21 回年次大会およ
び第 71 回 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会（SIG-SLUD）における一般発
表を実施した． 
 基礎テーマ 2 では，未来館の SC の人に協力してもらい，SC36 名 718 件(2015.4.27 現在)
のラーニングログを登録してもらった．また、データを分析し、どの展示に対して、どの
ようなログが記録されているかを視覚的に表示する機能を開発した。 






























1. 牧野遼作, 古山宣洋, 坊農真弓 (2015) 「フィールドにおける語り分析のための身体の
空間陣形：科学コミュニケーターの展示物解説行動における立ち位置の分析」『認知科
学』Vol.22, No.1, pp.53-68.(特集：フィールドに出た認知科学) 
 
2. 城綾実, 坊農真弓, 高梨克也 (2015).科学館における「対話」の構築：相互行為分析か
ら見た「知ってる？」の使用. 『認知科学』, Vol.22, No.1, pp.69-83. (特集：フィール
ドに出た認知科学) 
 
3. Mayumi Bono, Hiroaki Ogata, Katsuya Takanashi, and Ayami Joh. (2014) The 
Practice of Showing ‘Who I am’: A Multimodal Analysis of Encounters between 
Science Communicator and Visitors at Science Museum. Universal Access in 
Human-Computer Interaction. Universal Access to Information and Knowledge 
Lecture Notes in Computer Science Volume 8514, pp. 650-661. 
 
4. Mayumi Bono, Hiroaki Ogata, Katsuya Takanashi, and Ayami Joh. (2014) The 
Practice of Showing ‘Who I am’: A Multimodal Analysis of Encounters between 
Science Communicator and Visitors at Science Museum. Organized Session: 
Brightening Life Style up with Technologies. HCI International 2014 (22-27 June, 
Creta Maris, Heraklion, Crete, Greece) 
 
5. 城綾実, 牧野遼作, 坊農真弓, 高梨克也, 佐藤真一, 宮尾祐介 (2015) 異分野融合によ
るマルチモーダル設計-各種アノテーション方法と利用可能性について-, 言語処理学
会第 21回年次大会発表論文集, pp.561-564. (3月 17-19日, 京都大学 吉田キャンパス) 
 
6. 杉本達哉, Chien-Quang Le, 坊農真弓, 佐藤真一,(2015) RGB-D データによる人物姿




19 日, 京都大学 吉田キャンパス). 
 
7. 城綾実, 牧野遼作, 坊農真弓, 高梨克也, 佐藤真一, 宮尾祐介 (2014) 異分野融合に
よるマルチモーダルコーパス作成-展示フロアにおける科学コミュニケーションに着
目して-, 第 71 回 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会資料, 
SIG-SLUD-B401, 71, pp.7-12.(9 月 15 日，神戸大学) 
 
8. 牧野遼作，城綾実，坊農真弓，高梨克也，佐藤真一，宮尾 祐介(2015) 実世界におけ
る身体動作のコーディング・セグメンテーション手法の提案−日本科学未来館における
科学コミュニケーターと来館者間の対話を対象に-，人工知能学会第 29 回全国大会．










 本年度は最終年度に当たるため、次の 2 点に重点を置いて研究を実施した。 
①2013 年度にハワイ大学で実施したシンポジウムのとりまとめ 
 2013 年度秋に実施したシンポジウム” The Politics of Representation: Reflections on 
































報告集” The Politics of Representation: Reflections on Controversial Issues in Museums and Related 


































































（論文） H.Taya, H.Fujii and K.Itakura, ``Finite pulse effects on $e^{+}e^{-}$ pair creation from 
strong electric fields,'' Phys. Rev. D90 (2014) 014039  [arXiv:1405.6182 [hep-ph]]. "editors' sugges
tion"に選出 
（招待講演と報告）板倉数記「強い場の物理とそのハドロン物理への応用」原子核三者夏の学校
（2014年8月 長野）での招待講演、報告は 板倉数記 原子核研究59巻Supplement1 (2015) 1.  
（招待講演）板倉数記「QED, QCDにおける強い場の物理」研究会「限界光駆動系の拓く新学理」
（9月16日 東大本郷）、研究会「先端物質科学と限界光駆動」（2015年1月10、11日 京大理学部） 
（発表）K. Hattori, "Photon propagation in magnetic fields" QCD Chirality Workshop 201





（論文）T.Enoto, et al., “Spectral and Timing Nature of the Symbiotic X-ray Binary 4U 1954+31
9: The Slowest Rotating Neutron Star in an X-ray Binary System”,Astrophysical J., 786, 127-143 
(2014) 
（論文）K. Makishima, and T. Enoto, et al.,“Possible Evidence for Free Precession of a Strongly 
Magnetized Neutron Starin the Magnetar 4U 0142+61”, Physical Review Letter, Vol. 112, 171102 
(2014) 
（招待講演）T. Enoto "Astrophysical Observations and Future Projects of Neutron Stars and Magn
etars", Fourth Joint Meeting of the Nuclear Physics Divisions of APS and JPS, Session 2WC: Ne
utron Stars and Properties of Nuclear Matter at High Densities, Hawaii, US, 2014 October 7 
（招待講演）榎戸輝揚、「マグネターの磁気活動とＸ線観測」, 第２回DTAシンポジウム 「コン
パクト天体の活動性と磁気的性質」, 2014年10月28日、国立天文台、三鷹 
（学会発表）榎戸輝揚, 「自転周期のきわめて遅いＸ線パルサー 4U 1954+319 のすざく観測」
日本天文学会2014年秋季年会, 2014年9月13日, 山形大学 
 
■磁気再結合のシミュレーション 
（論文）R.Horiuchi, S. Usami and H. Ohtani, "Influence of Guide Magnetic Field on Collisionless 
Driven Reconnection"  Plasma and Fusion Research Vol.9, (2014) 1401092. 
（論文）S.Usami, R.Horiuchi, H.Ohtani, and M.Den, "Multi-Hierarchy Simulation of Collisionless 
Driven Reconnection by Real-Space Decomposition"  Journal of Physics: Conference Series. Vol.56
1 (2014) 012021.  
（発表）S.Usami, H.Ohtani, R.Horiuchi, and M.Den, "Multi-Hierarchy Simulation of Collisionless 




n Magnetic Reconnection (May 20-24, 2014, University of Tokyo) 
（発表） S.Usami, R.Horiuchi, H.Ohtani, and M.Den, "Multi-Hierarchy Simulation of Collisionless 
Driven Reconnection by Real-Space Decomposition" The 2014 joint Varenna-Lausanne international
 workshop on the theory of fusion plasmas (September 1--5, 2014; Villa Monastero, Varenna, Ital
y) 
（発表） H.Ohtani, R.Horiuchi, M.Nunami, S.Usami, N.Ohno, "Developments of Electromagnetic P
article Simulation Code for Magnetic Reconnection Researches in Open System PASMO and Visu
alization Library VISMO"  56th Annual Meeting of the APS Division of Plasma Physics (Oct. 27
--31, 2014; New Orleans, USA) 
（発表）R.Horiuchi, S.Usami, H.Ohtani, "Magnetic islands and energy conversion process in collisi
onless driven reconnection" 56th Annual Meeting of the APS Division of Plasma Physics (October
 27--31, 2014; New Orleans, USA)  
（発表）S.Usami, R.Horiuchi, H.Ohtani, M.Den, "Studies on Magnetic Reconnection with Multi-Hi
erarchy Simulations Based on Real-Space Decomposition" 2014 US-Japan JIFT workshop on Progr
ess in kinetic plasma simulations (October 31--November 1, 2014; New Orleans, USA) 
 
■その他の高エネルギージェット現象 
（論文）"Spectral and Polarization Properties of Photospheric Emission from Stratified Jets" H.Ito, 
S.Nagataki, J.Matsumoto, S-H.Lee, A.Tolstov, J.Mao, M.Dainotti, and A.Mizuta, Astrophys. J. 789,
 159 (2014) 
（論文）"Linear Growth of the Kelvin-Helmholtz instability with an Adiabatic Cosmic-Ray Gas" A.
Suzuki, H.R.Takahashi, T.Kudoh, Astrophysical Journal, 787, id. 169, 11 pp. (2014) 
（発表）J. Matsumoto, ``Relativistic HD/MHD Flow for GRB Jets'', RIKEN-IPMU-RESCEU Joint 
Meeting, July 7, 2014, RIKEN 
（基調講演）松本仁「Numerical Experiments of GRB Jets」超新星・ガンマ線バースト研究会20
14、(2014年8月26日、理化学研究所) 
（論文）"Radiation Drag Effects in Black Hole Outflows from Super-critical Accretion Disks via S
pecial Relativistic Radiation Magnetohydrodynamics Simulations” H.R.Takahashi, K.Ohsuga, accepte






平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
○ 研究状況報告 
本年度で標記研究課題による所定の研究期間が終了した。研究最終年度の 2 月 16 日には国
文学研究資料館において総研大セミナーを開催すると同時に、国文学研究資料館において
は特設コーナーにおいて「観相から見る日本文学史」を会期：平成 27 年 1 月 21 日(水)～平

















◇観相から見る日本文化・文学史  相田満〈国文学研究資料館・総研大日文専〉 
◇近世の相書について  青山英正〈明星大学〉 
◇観相と俳諧   安保博史〈群馬県立女子大学〉 
◇中国の観相データの調査を通じて 王暁瑞〈国文学研究資料館［博士研究員］〉 
◇予言は救済となり得るか―『太平広記』相部に見る観相への視点― 
         三田明弘〈日本女子大〉 
◇草双紙・浮世絵に見る〈観相〉の投影 山下則子〈国文学研究資料館・総研大日文専〉 
◇日本近現代文学における「観相」言説研究へのアプローチ 
     屋代（高野）純子〈総研大日文専 RA〉 
研究課題名称 観相資料の学際的研究 
応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 






























  論文：三田明弘,『太平広記』「相」部の編纂構造と日本の観相説話, 説話 12,説話研究
会,2014.10 
Mitsuru AIDA, Database compilation and the analysis of the phrenology document, 
PNC 2014 Annual Conference and Joint Meeting< At: National Place Museum in 
TAIWAN Taipei> 
 
 ※特設コーナーの内容については、下記 URL にて展示内容の解説と展示品の写真を参照
（展示ケース 1～4 の各行をクリック）することができる。 
http://www.nijl.ac.jp/pages/event/exhibition/2014/kanso.html 
ホームページ・データベース 観相トピックマップ 6 
 http://tmap1.topicmaps-space.jp/physiognomy/ 
   近代文学における観相場面を追加「作品」「著者」項目タブ 












































































研究課題名称 手話言語学を世界へつなぐ―メディア発信と e-learning 開発に向け
て― 









4） e-learning や OER を視野に入れたウェブサイト掲載方法の見直し 
アプリの公開を視野にいれ、利用のしやすさの観点からウェブサイトの構成について、検討し
た。 
























































































Nobayashi Atsushi  'A  hunting  practice  of  'Ryoyukai':  the  relationship  between hunters  
in  voluntary  organization  in  Japanese  local  society.'(IUAES Inter-Congress 2014)May 
2014 
Ikeya K. 2014 Human history of nomadism and sedentarism among nomadic peoples.(IUAES 
Inter-Congress 2014)May 2014 
Nakai S. and K. Ikeya2014Sedentarizing process and socio-economical changes of the Mlabri 




解析結果を正しく解釈するために」『日本動物考古学会第 2 回大会』福井、2014 年 11 月.（口頭） 
高橋遼平・姉崎智子・本郷一美・黒澤弥悦「先史人類は琉球列島へイノシシ・ブタを持ち込んだのか？：
現生リュウキュウイノシシの分子系統解析」『第 68 回日本人類学会大会』浜松、2014 年 11 月.（ポス
ター、査読有） 
Ryohei Takahashi “Zooarchaeological study of introduction of Sus scrofa into the prehistoric 
Ryukyu Islands based on ancient DNA analysis” ” 12th International Conference of ArchaeoZoology 




2015 年３月 20 日（金） 民博第５セミナー室 参加人数：29 名 
11:00～   受付・展示場内自由参観 
12:55   集合（東南アジア展示場前） 
13：00～  「東南アジア展示場の解説－ベトナム、タイ族の囲炉裏まわりの再現展示を
中心として－」樫永真佐夫（地域文化学専攻、国立民族学博物館） 
13：30～  一般受付 
14：00～15：15  特別講演（一般公開・中国語逐次通訳付） 
         「”Kulabaw（田鼠 )料理：狩獵、飲食與環境變遷的關係」 
          （邦題：クラバウ（田ネズミ）料理：狩猟と飲食と環境変化との関係） 
          講演者：林志興（台湾国立台湾史前文化博物館・主任研究員） 
15：30～16：45   学融合推進プロジェクト「料理の環境文化史」成果報告会（一般公開） 
          報告者： 
          野林厚志（地域文化学専攻・教授、国立民族学博物館） 













































第 5 回研究会（2015 年 6 月 19～21 日 広島大学学士会館） 
1. 初期生命への実験・シミュレーション（東工大・星元紀） 
2. 数理モデルに基づいて生体高分子ネットワークを実装する （東工大・木賀大介） 
3. 粘菌アメーバの解探索ダイナミクスに着想を得た生化学シミュレーションモデル 








第 6 回研究会（2015 年 12 月 11 日～13 日 湘南国際村生産性国際交流センター） 
I. 大学における宇宙の生命研究と教育 









1.  天文・宇宙での”コンタクト”へのロードマップ（国立天文台・海部宣男） 
2. 太陽系内天体における生命探査のロードマップ（東京薬科大学・山岸明彦） 























羅的に解析することにより、それぞれのゲノム中の TRPA ホモローグを含む TRP ホモローグ
を複数同定した。さらに、バフンウニ幼生の RNA-seq を全ゲノム塩基配列から同定された
TRPA 候補遺伝子が実際に発現されているかを調べた。その結果、アメリカムラサキニの全
ゲノム塩基配列からの予測では 8 つであったが、少なくとも 7 つの TRPA 遺伝子コピーがバ
フンウニの幼生に発現していることを確認した。 
 
② 分子生物学的解析： これまでにイトマキヒトデゲノムから単離した AP-TRPA の発現解析を
行った。RNA レベルとタンパク質レベルのいずれにおいても、発現は非常に少ない事が分か
った。一方、イトマキヒトデ幼生の RNAseq 解析を行ったところ、AP-TRPA の他に TRPA のホ









④ 生理学的解析： Ap-TRPA を Xenopus 卵母細胞に強制発現させた場合に、Ap-TRPA は細



















Shigeru Saito & Makoto Tominaga, Functional diversity and evolutionary dynamics of thermo TRP 

















































本研究計画の中で, 平成 27 年度には自然界にある蛍光の性質を解析(サンゴの蛍光), 蛍光
が作られる機構(蛍光タンパク質遺伝子), 蛍光の生物学的意味(ナミアゲハの蛍光弁別)を明
















Hyperspectral Image. Yinqiang Zheng, Ying Fu, Antony Lam, Imari Sato, Yoichi 
Sato; The IEEE International Conference on Computer Vision (ICCV), 2015, pp. 
3523-3531. 
2. Genetic diversity of fluorescent protein genes generated by gene duplication and 
alternative splicing in reef-building corals. Shiho Takahashi-Kariyazono, Yoko 
Satta, Yohey Terai. SMBE meeting, Vienna, June 12-16, 2015 
国内学会発表 
1. ミドリイシ属サンゴ生体が放射する蛍光の遺伝的 基盤とその進化 仮屋園(高橋)志
帆 , 五條堀淳, 颯田葉子, 寺井洋平  日本進化学会大会 東京, 8 月 20 日 2015 年 
発表論文 
1. Shiho Takahashi-Kariyazono, Yoko Satta, Yohey Terai. Genetic diversity of 
fluorescent protein genes generated by gene duplication and alternative splicing 
















細胞を含む尾端の構造）を 21 頭分単離し、mRNA を抽出したあと、次世代シーケン









































担っていることが示唆された(Koyanagi et al., BMC Biol., 2015)。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
1. Tsukamoto H, Kubo Y, Farrens DL, Koyanagi M, Terakita A, Furutani Y., " Retinal 
Attachment Instability Is Diversified among Mammalian Melanopsins.", J. Biol. 
Chem., 290, 27176-27187, 2015.  
2. Koyanagi M, Wada S, Kawano-Yamashita E, Hara Y, Kuraku S, Kosaka S, 
Kawakami K, Tamotsu S, Tsukamoto H, Shichida Y, Terakita A., " Diversification of 
non-visual photopigment parapinopsin in spectral sensitivity for diverse pineal 














(基礎)テーマ 1：行動観察に基づく SCの実践知理解とスキル評価尺度の開発(担当：坊農・高梨) 
(基礎)テーマ 2：ラーニングログを用いた SCのメタ認知的思考の抽出(担当：緒方・坊農) 
(基礎)テーマ 3：テキスト情報処理を目指した SCの行動と実践知に関わるコンテンツデザイン(担
当：宮尾・佐藤・坊農) 
(応用)テーマ 4：「ディスカッション型教育メソッド」開発(平成 26 年度から始動)(担当：高
梨・坊農ら) 
 前年度まで続けてきた基礎テーマ 1 では，SC の実践知理解を主たる研究テーマとし，論
文執筆と学会発表を多数行ってきた．基礎テーマ 2 では，未来館の SC の人に協力してもら
い，SC36 名 718 件(2015.4.27 現在)のラーニングログを登録してもらった．また、データ
を分析し、どの展示に対して、どのようなログが記録されているかを視覚的に表示する機













 研究期間内にアノテーション完了したファイルは 32 ファイル，完了した時間は 36 分 13
秒，アノテーション実施箇所 2,082 箇所，各モダリティに対するアノテーション数 2,446(内













 平成 27 年度の研究事項は，(1)総研大生を対象にした「ディスカッション型教育メソッド」に基づく



















とその評価, 言語処理学会第 22 回年次大会(NLP2016) (3 月 7 日-11 日, 東北大学) 
2. 坊農真弓，須永将史 (2016) 参与者の理解に基づく身体動作のアノテーション手法の
提案，第 76 回 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会, SIG-SLUD-B503, 
pp.7-12 (2 月 29 日-3 月 2 日，長野県下高井戸郡野沢温泉村中尾集落センター) 
3. 坂井田瑠衣，榎本美香，伝康晴，坊農真弓 (2016) フィールドに依存した身体相互行
為の組織化過程 ―歯科診療における「修正」のやりとり―，第 76 回 人工知能学会 言
語・音声理解と対話処理研究会, SIG-SLUD-B503, pp.17-22 (2 月 29 日-3 月 2 日，長
野県下高井戸郡野沢温泉村中尾集落センター) 
4. 大崎章弘, 坊農真弓, 緒方広明, 高梨克也, 宮尾祐介, 牧野遼作, 城綾実, 本田ともみ, 
森田由子 (2015) 科学コミュニケーターの対話スキル養成を支援するリフレクション
システムの構築, ヒューマンインタフェースシンポジウム 2015 論文集, pp.893-896. 
(9 月 1-4 日, 公立はこだて未来大学) 






月 30-6 月 2 日，公立はこだて未来大学)  
6. 牧野遼作，古山宣洋，坊農真弓(2015) 会話の映像収録冒頭部分の検討-実験環境会話
データとフィールド環境会話データの比較を通して- 日本認知科学会第32回大会発表






















































































5) Tsukahara N, et al, Nutrients and toxic substances in crow meat, IWMC2015 
6) 二瓶泰雅、塚原直樹 ら、カラス肉の食資源としての可能性を探る-栄養成分の解析-、日
本畜産学会第 120 回大会 
7) 塚原直樹、カラスは食資源として利用できるか？、第３回狩猟サミット 
8) 葉山美咲、塚原直樹 ら、「カラス肉はどんな味か？そして許容されるか？」、畜産学会
第 121 回大会 




10) 総研大公募型研究事業「カラスを食べるプロジェクト」研究会、2014 年 10 月、品川イ
ンターシティホール（東京都） 
11) 総研大公募型研究事業「カラスを食べるプロジェクト」研究会、2015 年 5 月、総合研
究大学院大学（神奈川県） 
12) 市民セミナ 「ー平塚市で捕獲されたカラスの有効利用と音声を使ったカラス撃退装置の
紹介」、2015 年 10 月、平塚市吉沢公民館（神奈川県） 




14) TV 神奈川「TVK ニュース」、2015 年 10 月 20 日 
15) TV 神奈川「ニュース 930α」出演、2015 年 10 月 20 日 
16) 日本農業新聞、2015 年 10 月 27 日 
17) タウンニュース、2015 年 11 月 5 日 
18) JA 湘南,11 月号,No.595、2015 年 11 月 10 日 
19) 読売新聞、2015 年 11 月 15 日 
20) 読売オンライン、2015 年 11 月 15 日 
21) ヨミドクター、2015 年 11 月 16 日 
22) Yahoo!ニュース主要トピックス、2015 年 11 月 16 日 
23) 味博士の研究所、2015 年 12 月 14 日 
24) 味博士の研究所、2015 年 12 月 17 日 
25) 朝日新聞、2015 年 12 月 21 日 オンライン版 
26) 日本テレビ「変ラボ」、2016 年 1 月 11 日 




































Saitou N. and Jinam T. A. (2016) Language diversity of the Japanese Archipelago and 







































配を受け（Ito et al. 投稿中）、集団内では社会的順位が高い個体から順番に発声ということ












応募事業区分 事業枠 II 「学融合共同研究」 





1. Shimmura T*, Ohashi S, Yoshimura T*. The highest-ranking rooster has priority to announce 
the break of dawn. Scientific Reports 5 (Article number: 11683), 1-9 (2015). *責任著者. 
Nature Publishing Group の注目の論文に選定されると同時に、NPG から世界各国の報道
機関にプレスリリースする論文として選定, 2015 年に Scientific Reports に掲載された約
11,000 編の論文の中で最も閲覧された論文 100 選に選出（2015 年だけで 5,614 閲覧を記
録), 2015年にScientific Reportsに掲載された日本人著者の論文の中で最も閲覧された論
文に選出,国内メディア：TV3 社（フジテレビ，日本テレビ（Zip！なーるほどマスカレ
ッジ）, NHK（おはよう日本）），新聞掲載 3 社（読売新聞, 中日新聞，毎日新聞），Web
掲載多数（Yahoo! JAPAN など）；海外メディア：アメリカ、フランス、スペイン、中国
など).  
2. Shimmura T*, Maruyama Y, Hujino S, Kamimura E, Uetake K, Tanaka T*. Persistent effect of 



























































































































 Hiroyuki R. Takahashi, Ken Ohsuga, Tomohisa Kawashima & Yuichiro Sekiguchi,  
‘Formation of Overheated Regions and Truncated Disks around Black Holes; 
Three-dimensional General Relativistic Radiation-magnetohydrodynamics Simulations’, 
submitted to ApJ 
 Ken Ohsuga & Hiroyuki R. Takahashi,‘A Numerical Scheme for Special Relativistic 
Radiation Magnetohydrodynamics Based on Solving Time-dependent Radiative 
Transfer Equation', 2016, ApJ, 818, 162 
 Mariko Nomura, Ken Ohsuga, Hiroyuki R. Takahashi & Keiichi Wada,‘Radiation 
Hydrodynamic Simulations of Line-Driven Disk Winds for Ultra Fast Outflows', 
2016, PASJ, 68, 1616 
 Hirotaka Ito, Jin Matsumoto, Shigehiro Nagataki, Donald C. Warren, Maxim V. 
Barkov, 'Photospheric Emission from Collapsar Jets in 3D Relativistic 
Hydrodynamics', 2015, The Astrophysical Journal Letters, 814, L29 
 ・榎戸輝揚, 「宇宙最強の磁石星: マグネター観測で垣間見る極限物理」, 物理科学月
刊誌パリティ 2015 年 8 月号  
 S. Ozaki, T. Arai, K. Hattori and K. Itakura, ``Euler-Heisenberg-Weiss action for 
QCD+QED,''  Phys. Rev. D92 (2015)  016002 
  K. Hattori, K. Itakura, S. Ozaki and S. Yasui, ``QCD Kondo effect: quark matter 




 K. Hattori and K. Itakura, ``Photon and dilepton spectra from nonlinear QED 
effects in supercritical magnetic fields induced by heavy-ion collisions,''  
arXiv:1509.03217 [hep-ph]. 






• H. R. Takahashi, ‘3D-reconection of supercritical accretion disks in relativistic 
radiation magnetohydrodynamics’, Magnetic Reconnection 2016, California, US, March 
7-11, 2016 (招待講演) 
• H. R. Takahashi, K. Ohsuga, T. Kawashima & Y. Sekiguchi ‘Relativistic Radiation 
Magnetohydrodynamic Simulations of Black Hole Accretion Disks and Outflows’, 
Quarks to Universe in Computational Science (QUCS 2015), Nara, Japan, Nov. 4 - 8, 
2015 
• H. R. Takahashi, K. Ohsuga, T. Kawashima & Y. Sekiguchi ‘Numerical Study of Super 
Critical Accretion Disks’, Black Hole Accretion and AGN Feedback, Shanghai, China, 




 第 9 回現象解析特別セミナー, 茨城大学, 2016 年 3 月 20 日-21 日(招待講演) 
•高橋博之 ‘一般相対論的輻射流体による超臨界降着円盤シミュレーション’, 
 日本天文学会春季年会, 首都大学東京, 2016 年 3 月 14 日-17 日 (招待講演) 
•高橋博之 ‘中性子星周囲の超臨界降着円盤の一般相対論的輻射磁気流体シミュレーショ
ン’, 日本天文学会春季年会, 首都大学東京, 2016 年 3 月 14 日-17 日 
• 高橋博之 ‘Numerical Study of Super Critical Accretion Disks’, 天文シミュレーショ
ンプロジェクトユーザーズミーティング, 国立天文台水沢, 2016 年 1 月 28 日-29 日 
• 高橋博之 ‘ブラックホール周りにおける高温ガス雲形成の一般相対論的輻射磁気流体シ
ミュレーション’, 第２８回理論懇シンポジウム, 大阪大学, 2015 年 12 月 23 日-25 日 
• 高橋博之 ‘超臨界降着円盤の円盤構造' , 流体力学会年会 2015 , 東京工業大学, 2015 年
9 月 26 日  
• 高橋博之 ‘一般相対論的輻射磁気流体計算による円盤コロナの形成について' , 日本天
文学会秋季年会 , 甲南大学, 2015 年 9 月 10 日  
• 高橋博之 ‘恒星質量ブラックホール降着円盤シミュレーション研究の現状' , 超巨大ブラ
ックホール降着円盤スペクトルの解釈を巡って , 宇宙航空研究開発機構(JAXA)淵野辺キ




• 高橋博之 ‘高エネルギー天文学, 特に降着円盤における輻射過程とシミュレーション研




Matsumoto J.,“Comparison of divergence-free techniques in relativistic magneto 
hydrodynamic simulations’’, COMPUTING in PHYSICS, Valencia, Spain, Oct. (2015) 
 
国内会議 
松本仁,“相対論版 HLLD コードの開発’’, 宇宙磁気流体・プラズマシミュレーションサ
マースクール, 千葉, 8 月 (2015) 
松本仁,“相対論的ジェットの伝搬ダイナミクス’’, 2015 年度天体 MHD 研究会, 名古屋, 
8 月 (2015) 
松本仁,“Rayleigh-Taylor 不安定性が相対論的ジェットで成長する条件’’,国立天文台天文
シミュレーションプロジェクト平成 27 年度ユーザーズミーティング, 奥州, 1 月 (2016) 
松本仁,“Rayleigh-Taylor 不安定性が相対論的ジェットで成長する条件’’, 天文学会 2016




・T. Enoto, “Astrophysical Observation of Extremely Strong Magnetic Fields of 
Magnetars”, 1st CORE-U International Conference, Intense Fields and Extreme 
Universe, Hiroshima University, 2016.3.6 
・T. Enoto, “Broadband X-ray spectra of SGRs and AXPs observed with Suzaku”, “The 
Many Faces of Neutron Stars”, Munch, Germany, 2015 September 2 
・榎戸輝揚, 「QED 臨界磁場に迫る天体物理と ASTRO-H」Comprehensive Studies of 
Neutron Stars (RIKEN symposium), 2015 年 11 月 24-25 日,理研仁科ホール 
・榎戸輝揚,「マグネターの磁気活動と進化のＸ線観測」, 理論天文学研究会 2015, 2015 年
10 月 27 日, 伊豆大仁ホテル 
 
コロキウム 
・榎戸輝揚, 「中性子星の多様性とマグネターの磁気活動」,第 14 回(2015 年度第 9 回) 極
限宇宙研究拠点 CORE-U セミナー, 2016 年 3 月 10 日, 広島大学 
・Teruaki Enoto, “Diversity of Neutron Stars and Strongest Magnet “Magnetars””, 
ISAS/JAXA コロキウム, 2016 年 1 月 20 日, 神奈川, 宇宙科学研究所 
・榎戸輝揚, 「中性子星の多様な物理と宇宙最強の磁石星マグネター」慶応大学コロキウム, 
2016 年 1 月 15 日, 慶応大学 




ネルギー天文学コロキウム, 2015 年 12 月 18 日, 立教大学 
・榎戸輝揚, 「宇宙Ｘ線で見る中性子星の多様性と磁気現象の物理」, 理化学研究所 QCD 
Club, 2015 年 6 月 15 日 
 
国際学会での発表 
・Teruaki Enoto and NICER magnetar science team, “Magnetars” NICER science 
meeting, December 14-15, 2015, NASA Goddard Space Flight Center, USA, Maryland, 
Greenbelt 
・Teruaki Enoto, Hirofumi Noda, “ASTRO-H Cookbook” Astro-H Science Meeting 15, 
TMU, November 10, 2015  
・Teruaki Enoto, Hirofumi Noda, Tim Kallman, and Richard Mushotzky, “ASTRO-H 
Cookbook” Astro-H Science Meeting 14, TMU, July 28, 2015 
 
国内学会での発表 
・榎戸輝揚, 柴田晋平, 北口貴雄, 諏訪雄大, 内出崇彦, 牧島一夫, 「マグネターの磁場強度
と硬 X 線放射の相関: すざく観測のまとめ」,日本天文学会春季年会, 2016 年 3 月 17 日, 首
都大学東京 
・榎戸輝揚, 「Ｘ線衛星『すざく』時代のマグネター観測」(ポスター), ~中性子星の観測と
理論~ 研究活性化ワークショップ, 2015 年 12 月 21-22 日, 京都大学理学研究科セミナーハ
ウス 
・榎戸輝揚, 「観測から見たマグネター進化と諸問題」, ~中性子星の観測と理論~ 研究活
性化ワークショップ, 2015 年 12 月 21-22 日, 京都大学理学研究科セミナーハウス 
・榎戸輝揚, 「中性子星の質量-半径の精密測定を狙う NICER 計画とその進捗」,日本物理
学会 2015 秋季年会, 2015 年 9 月 25 日, 大阪市立大学 
・榎戸輝揚, 岡島崇, K.C.Gendreau, Z. Arzoumanian, E. Balsamo, Y. Soong, 玉川徹, 寺澤
敏夫「超高時間分解能・大統計Ｘ線ミッション NICER との国際連携による中性子星観測」
新学術領域研究「実験と観測で解き明かす中性子星の核物質」 2015 年 9 月 17 日, 第４回
研究会, 神奈川湘南国際村センター  
・T. Enoto, T. Takahashi, T. Dotani, T. Tamagawa, and ASTRO-H Team, “（計画研究 
C01) Neutron Star Physics of ASTRO-H” 新学術領域研究「実験と観測で解き明かす中性




・K. Itakura, ``Heavy Ion Collision as a Possible Laboratory for Extreme Physics with 
Intense Fields" in 1st CORE-U International Conference : Intense Fields and Extreme 
Universe March 7-8, 2016, Hiroshima University 









































研究成果データベースを用いた異分野の共同研究者の推薦: 荒木 将貴，桂井 麻里衣，大向 
一輝，武田 英明：第 8 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（第 14 回日


































は読売新聞「オーロラ写真 HP で募集」（片岡に取材）、ラジオでは、TBS ラジオ「夢☆夢
エンジン」（片岡が出演）、テレビでは、NHK ニュース 7「くずし字を最新技術で自動解読」




27 年度は、大きな研究会を 3 回開催した。2015 年 7 月 17 日には「オーロラと人間社会の
過去・現在・未来」キックオフ会議を国立極地研究所で開催し、文理融合の新たな分野を
切り開く議論を交わすきっかけとした。2015 年 12 月 22 日には第 2 回となる全体会議を国











として出版された（Hayakawa et al., 2016）。2016 年 2 月には、京都・上賀茂神社にて、
同神社所蔵の未読文献の調査から、巨大磁気嵐に関する詳細な新記述が複数発見された。







Hayakawa, H., H. Isobe, A.D. Kawamura, H. Tamazawa, H. Miyahara, and R. Kataoka 
(2015), Unusual rainbow and white rainbow – a new auroral candidate in oriental h























































 まず基礎的な研究においては、弱値・弱測定の理論研究の創案者である Aharonov 教授
（Tel Aviv 大、イスラエル）らと弱値を使った新しい量子パラドックスを創出する共同研究
を開始し、さらに量子ダイナミクスへの適用可能性を検討した。加えて Aharonov 教授の共











する研究会を慶應大（三田キャンパス：平成 27 年 6 月）にて、また『弱値と不確定性』と
題する研究会を名古屋大（東京オフィス：平成 27 年 10 月）にて、さらに『情報と確率』
と題する研究会を慶應大（三田キャンパス：平成 28 年 3 月）にて開催した。後者の応用研
究に関しては、『重力波検出への弱測定の応用』と題する研究会を国立天文台（三鷹キャン
パス：平成 27 年 12 月）にて、さらに『情報と確率』と題する研究会を慶應大（三田キャ
ンパス：平成 28 年 3 月）で行い、この他にも関連する小研究集会を分子研等で開催した。
これらの基礎と応用における研究成果を総合し、本研究事業の研究の進展状況の確認と今
後の発展を討議することを目的として、KEK（つくば：平成 28 年 2 月）にて全国規模の研





















































[3] “Advantages of nonclassical pointer states in postselected weak measurements”, 
Y. Turek, M. Al-Amri, C.-P. Sun, and Y. Shikano, C.-P. Sun, and M. Al-Amri 
Phys. Rev. A 92, 022109 (August 2015). 
 
[4] "Post-selected von Neumann measurement with Hermite–Gaussian and 
Laguerre–Gaussian pointer states", 
Y. Turek, H. Kobayashi, T. Akutsu, C.-P. Sun, and Y. Shikano,  
New Journ. Phys. 17, 083029 (August 2015). 
 
[5] “Weak values obtained in matter-wave interferometry”, 
S. Sponar, T. Denkmayr, H. Geppert, H. Lemmel, A. Matzkin, J. Tollaksen, and Y. 
Hasegawa,  
Phys. Rev. A 92, 062121 (December 2015). 
 
[6] “Uncertainty Relations for Approximation and Estimation”, 
J. Lee, and I. Tsutsui,  
Phys.Lett. A, to appear (2016) 
 
[7] “Quasi-probabilities of Quantum Observables and a Geometric/Statistical Inter
pretation of Aharonov’s Weak Value”, 
J. Lee, and I. Tsutsui,  
Prog. Theor. Exp. Phys., to appear (2016) 
 
[8] “Weak Value, Quasiprobability and Bohmian Mechanics”, 
K. Fukuda, J. Lee, and I. Tsutsui,  
arXiv:1602.08872 (February 2016), submitted for publication  
 
[1] “ Quantum Trajectories based on the Weak Value”, 
T. Mori, and I. Tsutsui,  
Prog. Theor. Exp. Phys.,(2015) 043A01 (April 2015) 
 
[2] “ Weak Value and Wave-Particle Duality”, 
T. Mori, and I. Tsutsui,  






































研究課題名称 失われた生態システムの多様性解明に向けた古代 DNA 研究
の展開 
応募事業区分 グローバル共同研究 








Waku D, Segawa T, Yonezawa T, Akiyoshi A, Ishige T, Ueda M, Ogawa H, Sasaki H, 
Ando   M, Kohno N, Sasaki T (2016) Evaluating the Phylogenetic Status of the Extinct 
Japanese Otter on the Basis of Mitochondrial Genome Analysis. PLoS ONE 11(3): 
e0149341. doi:10.1371/journal.pone.0149341 
 








































































































Ishiguro, N., Inoshima, Y., Yanai, T., Sasaki, M., Matsui, A., Kikuchi, H., Maruyama, M., 
Hongo, H., Vostretsov, Y.E., Gasilin, V., Kosintsev, P.A., Quanjia, C. & Chunxue, W. 
(2016) Japanese wolves are genetically divided into two groups based on an 





物利用」新学術領域 ニュースレター 7 号 pp.？ 
Takeshi Inomata, Jessica MacLellan, Daniela Triadan, Jessica Munson, Melissa 
Burham, kazoo Aoyama, Hiroo Nasu, Flory Pinzón, Hitoshi Yonenobu (2015) 
Development of sedentary communities in the Maya lowlands: Coexisting mobile groups 
and public ceremonies at Ceibal, Guatemala. Proceedings of National Academy of 
Science USA, doi:10.1073/pnas.1501212112 
 那須浩郎・会田進・佐々木由香・中沢道彦・山田武文・輿石甫 (2015) 炭化種実資料から
みた長野県諏訪地域における縄文時代中期のマメの利用. 資源環境と人類, 5: 37-52. 
那須浩郎・会田進・山田武文・輿石甫・佐々木由香・中沢道彦(2015) 土器種実圧痕の焼成










Nguyen Van Du, Bui Hong Quang, Nguyen Thi Van Anh, Tran Van Tien, Masuno  
T, and Peter J. Matthews. 2015. Useful aroids and their prospects in  
















2016年 3月 7日 
於：総合研究大学院大学 葉山キャンパス共通棟セミナー室 103・104号室 
13：30〜13：40  颯田 葉子  開会あいさつ 
13：40〜14：20    河合 成道(慶応義塾大学・助教) 
  「イトマキヒトデTRPA family とTRPM familyの発現解析」 
14：20〜15：00   濱中 玄（お茶の水女子大・特任講師） 
「ヒトデ幼生の温度走性とTRPチャネル」 
15：00〜15：20   （休 憩） 
15：20〜16：00    五條堀 淳（生命共生体進化学専攻・助教） 
  「無脊椎動物におけるTRP遺伝子族の探索とその進化過程の解析」 
16：00〜16：40    齋藤 茂(岡崎統合バイオサイエンスセンター 生理学研究所・特任助教) 
   「生息環境に応じた温度センサー分子の機能進化とその分子基盤」 

















れらの遺伝子を、他の生物由来の TRPA subfamily メンバーとともに、系統樹を作成したところ、この２
遺伝子は TRPAの中でも分岐が非常に古い TRPA1 クレードと TRPA_basal クレードにそれぞれ属する










  ２種類のTRPA遺伝子（PpTRPA1, PpTRPA_basal）について、発生に伴う、発現領域の推移と、発現



















Evolution of Heat Sensors Drove Shifts in Thermosensation between Xenopus Species Adapted to 
Different Thermal Niches. Shigeru Saito, Masashi Ohkita, Claire T. Saito, Kenji Takahashi, Makoto 




平成 28年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
研究課題名称 自然界の蛍光の世界を理解する 〜光情報解析と生物学的解析の融合〜 
応募事業区分 Ⅱ「学融合共同研究」 







1) 自然界の蛍光の性質では，平成 27 年度に沖縄県瀬底において非常に波長幅の狭いレ
ーザー光源を用いることにより, 励起光と蛍光を分離してのサンゴの蛍光を測定す
ることに成功した(寺井, 佐藤, Yinqiang 担当). このサンゴの蛍光を作る機構を調べ
るために次世代シークエンス解析を行った. その結果, サンゴの蛍光の基盤となる蛍
光タンパク質はこれまで知られていたより非常に多い 30 以上もの遺伝子群で構成さ
れることが明らかとなった(寺井担当). 平成 28 年度には複数の励起光を含む特殊光
源とハイパースペクトルカメラを用い, サンゴの蛍光を撮像することを沖縄県瀬底
島の琉球大学亜熱帯研究施設で試みた. その結果, 世界で初めて生きたサンゴの蛍光
成分を分離することに成功した(寺井, 佐藤, Yinqiang 担当). これにより, サンゴの
どの部位で, どのような蛍光が放射されているかを調べることが可能となった. サン
ゴの蛍光を作る機構では, 平成 27 年度までにサンゴの蛍光タンパク質遺伝子が遺伝
子群を構成することを明らかにしたが,どれか特定の遺伝子が重要に働くのか, どの




と個体間の蛍光の違いを作り出していることが明らかになった (寺井担当).  















































（会期 2017 年 1 月 19 日～4 月 11 日）を開催した。この展示も当初は本研究会メンバーによる
展示協力の成果として企画されたものだが、実際には積極的な関与を得られたとは言い難い。そ







































ンが発現して、その生理機能に重要なはたらきをしていることを明らかにした (Koyanagi et al., 

































平成 28年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
研究課題名称 動物福祉学の確立に向けた文理融合研究 -ニワトリをモデルとして- 
応募事業区分 事業枠 II 「学融合共同研究」 





















































応募事業区分  事業枠 II 「学融合共同研究」 
















































平成 28年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
研究課題名称  オーロラと人間社会の過去・現在・未来 
応募事業区分  学融合共同研究 












果として、プロジェクトメンバー13 名全員が著者となった Space Weather 誌の論文
「Historical space weather monitoring of prolonged aurora in Japan and in China」が出
版され、米国地球物理学会のジャーナルハイライトにも選ばれた。また、国内では本論文を
















平成 28年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
研究課題名称  失われた生態システムの多様性解明に向けた古代 DNA研究の展開 
応募事業区分  グローバル共同研究 






























1. T Yonezawa, T Segawa, H Mori, PF Campos, Y Hongoh, H Endo, A Akiyoshi, N Kohno, S 
Nishida, J Wu, H Jin, J Adachi, H Kishino, K Kurokawa, Y Nogi, H Tanabe, H Mukoyama, K 
Yoshida, A Rasoamiaramanana, S Yamagishi, Y Hayashi, A Yoshida, H Koike, F 
Akishinonomiya, E Willerslev, M Hasegawa (2017) Phylogenomics and morphology of extinct 

















河に覆われる約 3300 万年前に終了したと思われる。本研究に関して Current Biology 誌上でエディターによるレビュー論
文が掲載された。 










2. D Waku, T Segawa, T Yonezawa, A Akiyoshi, T Ishige, M Ueda, H Ogawa, H Sasaki, M Ando, N 
Kohno, T Sasaki (2016) Evaluating the phylogenetic status of the extinct Japanese otter on the 




































 これまで古代 DNA 研究は欧米諸国を中心に進められており、日本をはじめとするアジア諸国はまだ萌芽
段階と言える。とりわけ日本では温暖湿潤な気候に加え火山性酸性土壌による DNA の変性のため古代 DNA
研究が遅れていた。本グローバル共同研究において欧州からの技術供与に加え瀬川高弘博士による独自の
改良によって多くの目覚ましい技術的革新があった。まず特筆すべきは日本列島で数万年前の動物遺体か























平成 28年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
研究課題名称  大型科学施設の連携で切り拓く表面の科学 
応募事業区分  学融合共同研究 









冷凍機（住友 SRD415）を用いて 4K の極低温ガス吸着室と 100K 程度の中低温のパイプ（低温
パイプ）を用いて、ガスの吸着の分圧や種類を分析できるような装置を開発した。このコンフィ
グレーションは、輻射熱侵入の観点から常温-低温接面に有効であることがこれまでの研究から





















































































































































































































































































































































































































































































































Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 公開研究報告会 > 平成28年度
公開研究報告会  26 January 2017
開催⽇時・場所
⽇時 平成29（2017）年1⽉26⽇（⽊）13:40〜 1⽉27⽇（⾦） 12:30予定











































































































学融合研究事業 責任者 ⽥辺秀之 准教授  tanabe_hideyuki@soken.ac.jp
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 総研⼤研究プロジェクト企画会議 > 第８回企画会議
第８回企画会議  5 February 2015
⽇時：平成27年2⽉6⽇（⾦）13:00〜2⽉7⽇（⼟）
  （2 ⽉6 ⽇13 時00 分集合・2 ⽉7 ⽇昼解散予定）
場所：2 ⽉6 ⽇(⾦)：核融合科学研究所 （〒509-5292 岐⾩県⼟岐市下⽯町322-6）
  （協⼒：核融合科学専攻 中⻄秀哉 准教授）
   2 ⽉7 ⽇(⼟)：多治⾒市産業⽂化センター3 階⼤会議室 （多治⾒駅徒歩15 分）


























































Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 総研⼤研究プロジェクト企画会議 > 第９回企画会議
第９回企画会議  25 April 2015
⽇時：平成27年4⽉25⽇（⼟）13:00〜15:00
















年度 研究会名 所属 申請代表者 報告書
平成29年度 新たなヒト進化学の創成を検討するための研究会 ⽣命共⽣体進化学専攻 ⽥辺秀之 准教授
平成28年度 分野融合研究の駆動⼒となる定量的アプローチの研究会 学融合推進センター ⻄中 美和 特任准教授
平成28年度 重⼒崩壊型超新星の重要未解決問題の解決に向けて 天⽂科学専攻 梶野 敏貴 准教授
平成28年度 ⽇本⼈がかかえる英語の諸問題：研究に必要な英語教育・政策・国⺠性 統計科学専攻 島⾕ 健⼀郎 准教授
平成27年度 量⼦論の諸問題と今後の発展 素粒⼦原⼦核専攻 筒井 泉 准教授
平成27年度 観相学・観相資料の総合的・学融合的研究準備会 ⽇本⽂学専攻 相⽥ 満 准教授
平成27年度 惑星科学と社会の相互の関係の在り⽅についての研究会 極域科学専攻 ⼭⼝ 亮 准教授
平成27年度 各学問分野の⾔葉の違いを探る 学融合推進センター 七⽥ ⿇美⼦特任准教授
平成27年度 「キュレーション」の学際的発展についての研究会 学融合推進センター ⼩松 睦美 助教
平成26年度 ⽂理学術基盤に関する萌芽的研究会 ⽐較⽂化学専攻 出⼝ 正之 教授
平成26年度 研究記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための研究会 遺伝学専攻 ⽊村 暁 准教授
平成26年度 ⼈間科学から⾒る科学コミュニケーション 核融合科学専攻 中⻄ 秀哉 准教授











   出口正之 比較文化学専攻 教授 deguchi@idc.minpaku.ac.jp 
      中村敏和 機能分子科学専攻 准教授 Toshikazu NAKAMURA<t-nk@ims.ac.jp>; 
   田村義保 統計科学専攻   教授   tamura@ism.ac.jp<tamura@ism.ac.jp>; 
   塚原直樹 学融合推進センター助教 Yoshiyasu Tamura<tamura@ism.ac.jp>; 
   平田光司 学融合推進センター教授 Kohji HIRATA<hirata@soken.ac.jp>; 
   小林登志生 総研大名誉教授  tashakobayashi@yahoo.co.jp 
   西村祐子  駒澤大学教授  yukonb1b2@gmail.com<yukonb1b2@gmail.com>; 
   島村真佐利 非営利法人研究学会 <shimamura@koueki.co.jp>; 
   渡辺 元 立教大学大学院客員教授
gwatanabe@rikkyo.ac.jp<gwatanabe@rikkyo.ac.jp>; 
   星 さとる パブリック・ベネフィット研究所 所長 星さとる
<publicbenefit@kke.biglobe.ne.jp>; 


























 １．分野別分類  物理系、化学系．．．社会科学系、人文科学系…学際系 
 ２．規模別分類 
























































萌芽的研究会 「研究記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための研究会」                
氏  名 所  属 職名等 
吉村 健司 文化科学研究科 比較文化学専攻 学生 
佐々木 飛鳥 生命科学研究科 遺伝学専攻 学生 
小山 順子 文化科学研究科 日本文学専攻 准教授 
中村 敏和 物理科学研究科 機能分子科学専攻 准教授 
花田 英夫 物理科学研究科 天文科学専攻 准教授 
中西 秀哉 物理科学研究科 核融合科学研究科 准教授 
春山 純一 物理科学研究科 宇宙科学専攻 助教 
両角 祐一 高エネルギー加速器研究科 加速器科学専攻 講師 
間瀬 一彦 高エネルギー加速器研究科 物質構造科学専攻 准教授 
木村 暁 生命科学研究科 遺伝学専攻 准教授 
成瀬 清 生命科学研究科 基礎生物学専攻 准教授 
来栖 光彦 国立遺伝学研究所リサーチ・アドミニストレーター室 
リサーチ・アドミ
ニストレーター 





平田 光司 学融合推進センター センター長 
桑島 邦博 学融合推進センター 特任教授 
田辺 秀之 学融合推進センター 准教授 
塚原 直樹 学融合推進センター 助教 
小松 睦美 学融合推進センター 助教 
七田 麻美子 学融合推進センター 特任准教授 
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平成 26年度 総研大 学融合研究事業・萌芽的研究会 
「人間科学から見る科学コミュニケーション」報告書 
（平成 27年 2月 12日（木） 於：AP名古屋・名駅 8階 A会議室） 
(1) 参加者一覧（全 19名） 
物理科学研究科 核融合科学専攻 准教授    中西 秀哉 
学融合推進センター 助教      奥本 素子 
文化科学研究科 メディア社会文化専攻 （放送大学教養学部）教授 加藤 浩 
文化科学研究科 国際日本研究専攻 学生    大石 真澄 
高エネルギー加速器科学研究科 加速器科学専攻 講師  両角 祐一 
複合科学研究科 統計科学専攻 准教授    島谷 健一郎 
未来工学研究所 主任研究員     田原 敬一郎 
大阪大学医学部 准教授      吉澤 剛 
東京工業大学 特任准教授     大場 恭子 
関西大学 准教授      門林 岳史 
国立情報学研究所 特任研究員     城 綾美 
京都大学 学術情報メディアセンター 研究員   高梨 克也 
物理科学研究科 核融合科学専攻 学生    坂東 隆宏 
物理科学研究科 核融合科学専攻 学生    大野 誠 
京都大学 エネルギー理工学研究所 准教授   南 貴司 
京都大学 エネルギー理工学研究所 准教授   笠田 竜太 
原子力機構 六ヶ所核融合研究所 研究主幹   春日井 敦 
原子力機構 （核融合エネルギーフォーラム事務局）   吉田 英俊 


















平成 26年度 総研大 学融合研究事業・萌芽的研究会 
「人間科学から見る科学コミュニケーション」報告書 






































2015年 3月 29日 基礎生物学専攻・助教・新村毅 
 
(1) 参加者一覧 
 新村 毅（生命科学研究科基礎生物学専攻・特任助教・本研究会代表） 
 塚原 直樹（学融合推進センター・助教） 
 中尾 央（先導科学研究科生命共生体進化学専攻・助教） 
 春藤 献一（文化科学研究科国際日本研究専攻・総研大生 D3） 





































- 1 - 
萌芽的研究会報告 
〔開催日時・会場〕 
第 1回 2016年 2月 8～9日（月・火） 会場：京都アーバンホテル 




オレグ・ブリアーニ（大東文化大学） 第 2回 





















  ①相書資源の構造化とデータベース化 
  ②肖像絵画と観相とが不可分の関係にあることの立証 
  ③文学を中心とする言説資料と観相との関係の指摘 
 また、上記の視点に加えて、 




























 その後、アーバンホテル会場に場所を移し、1泊 2日の合宿会議を開催した。また、第 2


































  作品（164作品）・著者・キーワード・場所・国 






























































































  1.国際的視野 
中国・イタリア人参加者からは、今後も本研究テーマについて積極的に関わり
たいとの意向が表明された。 

























































































総研大天文科学専攻  梶野 敏貴 










































高知県南国市物部乙 200  
＜協力＞  
高知コア研究所 グループリーダー代理 伊藤元雄 主任技術研究員 
＜スケジュール＞  
5月 14 日(木) 11:40 -17:00 高知コア研究所 セミナ室（大）  
11:30〜受付 
・ 11:40-12:20 高知コア研究所の概要（高知コア研・伊藤）  
・ 13:20-14:00 南極隕石キュレーション紹介（極地研・山口）  
・ 14:00-14:40 南極探査について（東大・三河内）  
・ 14:40-15:00 Tea Break  
・ 15:00-15:40 前回実施したやまと隕石探査（極地研・今栄）  
・ 15:40-16:20 宇宙研でのキュレーション紹介（宇宙研・安部）  
・ 16:20-17:00 学融合共同研究への発展について（総研大・小松）  
 
5月 15日（金）10:00-15:00  
10:00 高知コア研究所 セミナ室（小）集合 











伊藤　元雄 JAMSTEC 高知コア研究所 主任技術研究員
富岡　尚敬 JAMSTEC 高知コア研究所 主任技術研究員
小谷　桃代 JAMSTEC 高知コア研究所
駒井　信晴 JAMSTEC 高知コア研究所 グループリーダー代理













・開催日時 2016年 1月 22日（金）13時より 17時（会場 12時半） 
 ・会場 メルパルク東京 瑞雲 
 ・当日スケジュール 
①基調講演 「日本語の“タタミゼ” 力」 
       鈴木 孝夫 慶應義塾大学名誉教授 言語文化学 
②講演Ⅰ  「日本語による科学」 
       松尾 義之 白日社編集長 科学ジャーナリスト 
③講演Ⅱ  「近代における日本語の革新 ― 訳語、漢語、そして和語―」 
       田中 牧郎 明治大学教授 言語学 
④講演Ⅲ  「フィールドから拾う現代の『日本語』とその特質」 
       出口 正之 総合研究大学院大学・国立民族学博物館教授 言政学 
⑤パネルディスカッション 【司会】 永山 國昭 総合研究大学院大学理事 
 
２、参加者一覧 
鈴木 孝夫 慶應義塾大学名誉教授 言語文化学 
松尾 義之 白日社編集長 科学ジャーナリスト  
田中 牧郎 明治大学教授 言語学 
出口 正之 総合研究大学院大学・国立民族学博物館教授 言政学  
牛村 圭 国際日本研究専攻 教授 
菊澤 律子 比較文化学 准教授 
島谷 健一郎 統計科学 准教授 
両角 祐一 加速器科学専攻 講師 
田村 克己 理事  
永山 國昭 理事  
平田 光司 学融合推進センター長 
七田 麻美子 学融合推進センター 特任准教授 
塚原 直樹 学融合推進センター 助教 
小松 睦美 学融合推進センター 助教 
菊地 浩平 学融合推進センター 助教 
新海 拓郎 生命共生体進化学専攻 
田村 美由紀 国際日本研究専攻 
古沢 ゆりあ 比較文化学専攻 
増田 斎 国際日本研究専攻 
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山村 奨 国際日本研究専攻 
秋山 庵然 日本体育大学 保健医療学部 
井上 逸兵 慶應大学文学部教授 
今別府 悟 日産自動車株式会社 
宇津木 光代 一般 
風見 岳快 都立足立高等学校 定時制課程 
川崎 晶子 立教大学異文化コミュニケーション学部 
斎藤 淳子 一般 
菅 直樹 駒場東邦中学・高校 英語教師 
辻村 厚 大修館書店 編集部 
林 香月 Nature Publishing Group 
原田 由美子 大修館書店 編集第２部 
檜枝 光太郎 立教大学 
野水 昭彦 情報・システム研究機構（ROIS)総合企画本部URAステーション・シニ




















































































総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 
「惑星科学と社会の相互の関係の在り方についての研究会」開催報告 
極域科学専攻 准教授 山口亮 











2016年 1月 18日(月)・19日（火）独立行政法人海洋研究開発機構 高知コア研究所 
 
3. 参加者 
１８名 (内 総研大学生 1名、総研大入学予定学生 1名) 
 
4. プログラム 











































1. 参加者、開催場所  
第1回（8/30）：19 名、  第2回（12/1）：15 名 @ 城山トラストタワー（神谷町） 
 
2. 議論の概要  
















大正大学 学長補佐（質保証推進担当）IR・EMセンター長および山形大学 EM部 教授 
福島真司先生 
・分野融合的な新学術領域の端緒を提供する研究 
国立情報学研究所 教授 武田英明先生 
・CERN-NII-KEK の協同による高エネルギー物理学分野のデータベースに関して 




人間文化研究機構 特任助教 木村自先生 
378




名称を「分野横断的研究の可視化研究会（Workshop for Visualization of Interdisciplinary Studies）」
と定め、方向性を明確化した。 
 
4. 参加者 （順不同） 
第1回： 
大畠 昭子 宇宙科学研究所 特任准教授 
壁谷 如洋 自然科学研究機構 企画連携課専門員 
木村 自    人間文化研究機構 特任助教 
齋藤 憲一郎  東京農工大学先端産学連携研究推進センター 特任講師 
高橋 啓     長崎大学経済学部准教授 統計数理研究所（統計思考院客員准教授） 
野田 好人   自然科学研究機構 機構企画連携課長 
樋田 光     高エネルギー加速器研究機構 KEK研究支援戦略推進部 URA 
福島 真司    大正大学学長補佐（質保証推進担当）IR・EMセンター長&山形大学EM部教授 
横尾 成子 情報・システム研究機構 URA 
菊谷 英司 高エネルギー加速器研究機構 KEK 評価・調査室 准教授 
菊池 浩平 総研大 助教 
小松 睦美 総研大 助教 
七田 麻美子 総研大 特任准教授 
島谷 健一郎 総研大・統計科学専攻  准教授 
武田 英明 国立情報学研究所 教授 
永山 國昭 総研大 IR担当 理事 
西中 美和 総研大 特任准教授 
柳生 修二 総研大 図書館 副館長 




清家 弘史 東北大学 研究推進本部 URAセンター 特任准教授 
大畠 昭子 宇宙科学研究所 特任准教授 
木村 自  人間文化研究機構 特任助教 
高橋 啓  長崎大学経済学部准教授 統計数理研究所（統計思考院客員准教授） 
樋田 光     高エネルギー加速器研究機構 KEK研究支援戦略推進部 URA 
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横尾 成子 情報・システム研究機構 URA 
菊谷 英司 高エネルギー加速器研究機構 KEK 評価・調査室 准教授 
七田 麻美子 総研大 特任准教授 
内川 明佳 総研大 助教 
島谷 健一郎 総研大・統計科学専攻  准教授 
武田 英明 国立情報学研究所 教授 
永山 國昭 総研大 IR担当 理事 
西中 美和 総研大 特任准教授 























1．「あなたは英語で戦えますか」 鈴木孝夫著 富山房インターナショナル 
2.「日本人はなぜ英語ができないか」 鈴木孝夫著 岩波新書  
3.「日本らしさの構造―こころと文化をはかる」 林知己夫著 東洋経済新聞社 
4.「英語学習は早いほどよいのか」 バトラー後藤裕子著 岩波新書 
5. 「調査観察データの統計科学」 星野祟宏著 岩波書店 
6. 「英語化は愚民化」 施光恒著 集英社新書 
7. 「生態学における英語化を考える」 生態学会大会自由集会、大会予稿集 P99, 2016




第 1回： 6月 14日 15:00-17:30 統計数理研究所 
文献 1, 2 の著者・鈴木孝夫氏を招聘し、会場からの質問に応える談話会を企画した。 
 
著作の題名そのままに「日本人はなぜ英語ができないか」という話題から始めてもら





























第 2回： 2月 23日 13:00-17:00 統計数理研究所 
13:00-13:15  趣旨説明 島谷健一郎（統数研） 
13:15-14:00  言語多様性の観点からみた『英語＝国際語』観の弊害 永井忠孝（青山学院大） 
14:00-14:45 「脱グローバル化」時代の到来？――政治と言語の観点から 施光恒（九州大） 
15:00-15:45  遺伝研の国際化メカニズム  広海健（遺伝研） 
15:45-16:30  歴史と固有性の価値：生物多様性からの視点  田中健太（筑波大菅平セ） 


















































































計 38 名 
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総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 
「新たなヒト進化学の創成を検討するための研究会」開催報告 













2017 年 6 月 18 日(日) 9:30-17:30・AP 品川アネックス会議室 
 
3. 参加者一覧 16 名 (内 総研大学生 1 名) 
 
井ノ上 逸朗 国立遺伝学研究所人類遺伝研究部門・総研大生命科学研究科・教授 
今井 啓雄 京都大学霊長類研究所･准教授 
今西 規 東海大学医学部･教授 
太田 博樹 北里大学医学部解剖学・准教授 
大橋 順 東京大学大学院理学系研究科･准教授 
河村 正二 東京大学大学院新領域創成科学研究科･教授 
齋藤 茂 岡崎統合バイオサイエンスセンター・生理学研究所･生命科学研究科・助教 
田嶋 敦 金沢大学医薬保健研究域医学系・教授 
田辺 秀之 総合研究大学院大学先導科学研究科･准教授 
津山 淳 東京都医学総合研究所･研究員 
中林 一彦 国立成育医療研究センター周産期病態研究部・室長 
中山 一大 自治医科大学医学部･講師 
吉見 一人 大阪大学附属共同研ゲノム編集センター・助教 
斎藤 成也 国立遺伝学研究所集団遺伝研究部門・総研大生命科学研究科・教授 
降旗 大岳 総研大・高エネルギー加速器科学研究科 物質構造科学専攻・D1 




・1：ゲノム編集・改変マウス解析（吉見）   ・8：ヒト集団エピゲノム解析③（中林） 
・2：幹細胞生物学・脳神経系（津山）     ・9： 霊長類機能解析①（河村） 
・3：核・染色体空間配置解析（田辺）     ・10：霊長類機能解析②（今井） 
・4：ヒト集団ゲノム解析①（大橋）      ・11：代謝・機能解析①（齋藤） 
・5：ヒト集団ゲノム解析②（太田）      ・12：代謝・機能解析②（中山） 
・6：ヒト集団エピゲノム解析①（井ノ上）   ・13：ヒト集団ゲノム解析③（今西） 











成が望まれている時期である。参加者は 16 名、話題提供者は総勢 13 名から成り、ゲノム編集、
幹細胞生物学、染色体テリトリーの核内配置解析、といった技術的な内容をはじめ、ヒト集団の
ゲノム解析、コホート研究、エピゲノム解析と疾患、生活習慣病、感覚系遺伝子の適応進化、視


































5) パネルディスカッション 【司会】 永⼭ 國昭 総合研究⼤学院⼤学理事
388
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 >萌芽的研究会開催⽀援
萌芽的研究会「動物福祉研究会」
390









































































































9 h26.11.19 ⼒学系(dynamical system)に造詣の深い⽅ ⼒学系の細胞⽣物学への適⽤による細胞構築原理の理解 遺伝学専攻
⽊村 暁
webサイト














3 h26.6.24 記録システム構築の専⾨家の⽅ ⽣物学の実験ノートの電⼦化システムの開発 遺伝学専攻 webサイト
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CPIS subsidizes publication expenses for scholarly journals (publication support program of CPIS)
The publication fee for a paper in an academic journal is covered up to 200 thousand Yen. A SOKENDAI student should be the author
or one of the authors (the ﬁrst author or not). 
The SOKENDAI student and/or a SOKENDAI faculty, one of the authors, can apply.
In the paper, all authors who are SOKENDAI students or faculty should show their SOKENDAI afﬁliation. 
Special treatment of SOKENDAI graduates: A SOKENDAI graduate is regarded as a student within one year after the graduation, if the
work was done in SOKENDAI before the graduation. The afﬁliation of the graduate should include SOKENDAI. 
※All authors who are SOKENDAI students or faculty members MUST show their afﬁliation in SOKENDAI with accurate description. 
Papers that do not contain the ofﬁcial name “SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies)” are not accepted. 
For more detail, refer the following.
the Application guidelines
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平成23年度論⽂出版費補助実績
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Bayesian forecasting of recurrent earthquakes and predictive performance for































Arabidopsis ABERRANT PEROXISOME MORPHOLOGY9 is a peroxin that





















The hydrodynamic property of the cytoplasm is sufﬁcient to mediate 













Gene ampliﬁcation system based on double rolling-circle replication as a 











Simple Foreground Cleaning Algorithm for Detecting Primordial B-Mode












Co-evaporant induced crystalline donor:acceptor blends in organic solar cells Advanced Materials







Comparing the effects of rapid evolution and phenotypic plasticity on
















Selective coexpression of multiple chemical markers deﬁnes discrete 













































































Complex Scattered Radiation Fields and Multiple Magnetic Fields in the























Mammalian GCM genes induce Hs5 expression by active DNA demethylation




































































































Mcm10 plays a role in functionning of the eukaryotic replicative DNA























11031 MIchiyo Kinoshita,Keram Pfeiffer
Segregation of Visual Inputs from Different Regious of the Compound Eye in












Dual Roles of Polyhydroxy Matrices in the Homocoupling of Aryboronic Acids
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管理番号 著者名 タイトル 掲載誌情報 出版元等





Kohji Hizume, Sumiko Araki,
Kosuke Hata, Eloise Prieto,
Tapas K.Kundu, Kenichi
Yoshikawa, Kunio Takeyasu
Nano-scale analyses of the chromatin decompaction







12003 Geroge Watase, HaruhikoTakisawa, Masato T. Kanemaki
Mcm10 plays a lole in functioning of the eukaryotic
replicative DNA helicase, Cdc45-Mcm-GINS Current Biology 22巻 2012年2⽉
12004 Hanako Hayashi, Kenji Kimura,Akatuki Kimura 
Localized accumulation of tubulin during semi-open
mitosis in the Caenorhabditis elegans embryo
Molecular Biology of
the Cell







Application of Paramagnetic NMR-Validated Molecular
Dynamics Simulation to the Analysis of a Conformational
Ensemble of a Branched Oligosaccharide
Molecules Vol.17 Issue 6 (6658〜6671) 2012年5⽉
12006
Iwata T., Sakamoto Q.K.,
Takahashi A., Edwards E.W.J.,
Staniland I.J., Trathan P.N.,
Naito Y.
Using a mandible accelometer to study ﬁne-scale 











Rhabdom evolution in butterﬂies:insights from the 
uniquely tiered and heterogeneous ommatidia of the
Glacial Apollo butterﬂy, Parnassius glacialis 
Proceedings of the





Immunocytochemical Localization of Amines and GABA
in the Optic Lobe of the Butteﬂy Papilio xuthus  PLoS One








Population III Gamma-Ray Bursts and Breakout Criteria
for Accretion-Powered Jets
The Astrophysics
Journal American Astronomical Society
12011
Shuro Takano, Yusuke Sakai,
Suguru Kakimoto, Mutsumi
Sasaki, Kaori Kobayashi
Detection of MethyI Formate in the Second Torsionally







12012 印南秀樹、宅野将平、寺内良平 The power of QTL mapping with RILs PLoS One
Public Library of Science 7巻 
2012年10⽉
12013 Akira Sasaki, YoshihiroHaraguchi, Hiromu Yoshida
Estimating of the risk of re-emergence after stopping polio
vaccination Frontiers in Virology






Type-la Supernova Remnant Shell at Z=3.5 Seen in The










Outer Rotation Curve of the Galaxy with VERA







Analysis of the phospholipase C-δ1 pleckstrin homology



















Subaru Imaging of Asymmetric Features in a Transitional
Disk in Upper Scorpius
The Astrophysical















Application of an optogenetic byway for perturbing
neuronal activity via glial photostimulation
Proceedings of the
National Academy of
Sciences of the United
States of America
National Academy of Sciences







ニホンツキノワグマにおけるMHCクラスII DQBの多様性 BMC EvolutionaryBiology 12巻230号 2012年11⽉
12023

















Ryuichi Shigemoto, Ko Matsui
巻1号(219〜239) 2013年1⽉
12025




Quantitative localization of Cav2.1(P/Q-type)voltage-
dependent calcium channels in Purkinje
cells:somatodendritic gradient and distinct somatic co-
clustering with calcium-activated potassium channels
The Journal of
Neuroscience






Very Long Baseline Array Imaging of Parsec-scale Radio






12027 Kien Nguyen, Yusheng Ji,Shigeki Yamada








Mikio Nishimura,  Songkui
Cui,  Yoichiro Fukao,  Shoji
Mano,   Kenji Yamada, 
Makoto Hayashi
Proteomic Analysis Reveals that the Rab GTPase
RabE1c is Involved in the Degradation of the Peroxisomal












Rb-Sr isotopic systematics of alkari-rich fragments in the
Yamato-74442LL-chondritic breccia
Earth and Planetary





Nuclear Radio Jet from Low-Luminosity Active Galactic
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An allometric relationship between mitotic







13003 浅岡 美穂 Egfr signaling controls the size of the stem cellprecursor pool in the Drosophila overy
Mechanisms of
Development 国際発⽣⽣物学会




Intramolecular allosteric interaction in the


















Time disparity sensitive behavior and its neural








The Linkage Method:A Novel Approach for
SNP Detection and Haplotype Reconstruction








Competition between the sperm of a single
male can increase the evolutionary rate of
haploid expresse genes
Genetics Dartmouth JournalServices




















Substrate speciﬁcity of R3 receptor-like 









Distance and Proper Motion Measurement of








Single-gene speciation with pleiotroy:Effects of
allele dominance, population size, and delayed
inheritance
Evolution Society for the Studyof Evolution
13016 Nobuharu Sako, Masumi Shimojo, Tetsuya Watanabe,
Takashi Sekii
A statistical study of coronal active events in






13017 越前 功、⼭⽥ 隆⾏、 合志 清⼀ ⼈間とデバイスの感度の違いを利⽤したディスプレイ盗撮防⽌⽅式 情報処理学会誌 情報処理学会誌
13018 伊東 貴宏、正岡 重⾏、近藤 美欧、⾦池 真理
Arene-perﬂuoroarene  Interactions for Cystal
Engineering of Metal Complexes:Controlled
Self-assmbly of Paddle-wheel Dimers
CystEngComm The Royal Society ofChemistry
13019
Seiji Hitoshi, Kazuhiro Ikenaka, Hisashi Narimatsu,
Akira Togayachi, Takeshi Yoshimura, Daisuke Muraoka,
Yugo Ishino, Tomohiro Torii, Akhilesh Kumar
The Leiw X-related α1,3-fucosyItransferase,








13020 Miko Nishimura, Maki Kondo, Makoto Hayashi,Masatake Kanai
The Plastidic DEAD-box RNA Helicase 22,
HS3, is Essential for Plastid Functions Both in
Seed Development and in Seeding Growth.
Plant Cell
Physiology ⽇本植物⽣理学会
13021 Kohji Hizume, Masaru Yagura, Hiroyuki Araki
Concerted interaction between origin
recognition complex(ORC), nucleosomes and
replication origin DNA ensures stable ORC-
origin binding
Genes to Cells ⽇本分⼦⽣物学会






13023 Anjali John K, U.Suematsu, M.Kubo, D.Shiota,S.Tsuneta
The Association of Polar Faculae with Polar
















Fumikazu Miwakeichi, Makio Ishiguro, Yoshiyasu
Tamura, Yoshitaka Oku, Yasumasa Okada, Shigefumi
Yokota, Yasuhisa Fujiki
Standardization of Size, Shape and Internal
Sturcture of Spinal Cord Images:Comparison





13026 Yunlong Feng, Gene Cheung, Wai-tian Tan, Patrick LeCallet, Yusheng Ji
Low-Cost Eye Gaze Prediction System For







Toshika Ohkawa, Yuko Fukata, Miwako Yamasaki,
Taisuke Miyazaki, Norihiko Yokoi, Hiroshi Takashima,
Masahiko Watanabe, Osamu Watanabe, Masaki Fukata
Autoantibodies to epilepsy-related LGI1 in
limbic encephalitis neutralize LGI1-ADAM22


























13032 Mikio Nishimura, Makoto Hayashi, Kenji Yamada, ShojiMano, Songkui Cui
Novel proteins interacting with peroxisomal

















Mikio Nishimura, Yoshinori Ohsumi,Wataru Sakamoto,
Makoto Hayashi, Kenji Yamada, Shoji Mano, Maki
Kondo, Kohki Yoshimoto, Kazusato Oikawa, Michitaro
Shibata?
Highly Oxidized Peroxisomes Are Selectively
Degraded via Autophagy in Arabidopsis The Plant Cell ⽇本植物⽣理学会
13036
Mikio Nishimura, Akira Nagatani, Tetsuro Mimura, Shuh-
ichi Nishikawa, Tomoki Miwa, Maki Kondo, Takanori
Nakamura, Shoji Mano
The Plant Organelles Databese 3(PODB#)
Update 2014:Integrating Electron Micrographs




Kazuo Tsugane, Mika Hayashi-Tsugane, Hiroyuki
Takahara , Nisar Ahmed, Eiko Himi, Kyoko Takagi,
Shigeru Iida, Masahiko Maekawa
A Mutable Albino in Rice Reveals that
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14001
Saran Tarnoi, Wuttipong Kumwilaisak,
Poompat Saengudomlert, Yusheng JI, C-C
Jay Kuo
QoS-aware routing for heterogeneous layered unicast
transmissions in wireless mesh networks with cooperative network
coding
EURASIP Journal on Wireless
Communications and Net
14002 ⼤川 都史⾹、佐⽵ 伸⼀郎、横井 紀彦、深⽥ 優⼦、深⽥ 正紀
Identiﬁcation and Characterization of GABA Receptor 
Autoantibodies in Autoimmune Encephalitis The Journal of Neuroscience
14003 MIN CHEULHONG, 本間 希樹、柴⽥ 克典、廣⽥ 朋也、松本 尚⼦ Acurate parallax measurement toward the symbiotic star R Aquarii
Publications of the Astronomical






New statistical analysis of the horizontal phase velocity distribution
of gravity waves observed by airglow imaging
Journal of Geophysical Research :
Atmospheres
14006 川嶋 彩夏、颯⽥ 葉⼦
Substrate-Dependent Evolution of Cytochrome P450 : Rapid
Turnover of the Detoxiﬁcation-Type and Conservation of the 
Biosyntehsis-Type
PLoS one
14007 WANGLAR Chimwar, TAKAHASHI Jun,YABE Taijiro, TAKADA Shinji
Tbx protein level critical for clock-mediated somite positioning is
regulated through interaction between Tbx and Ripply PLoS one
14008 岩⽥ 亮平、岩⾥ 琢治 RacGAP alpha-chimaerin function in development adjusts cognitiveability in adulthood Cell Reports
14009 Hoang-Quoc NGUYEN-SON、越前 功 Anonymizing Personal Text Messages Posted in Online SocialNetworks and Detecting Disclosures of Personal Information
IEICE TRANSACTIONS on
Information and Systems
14010 Erkin Kurganov, Yiming Zhou, 斎藤 茂、富永 真琴
Heat and AITC activate green anole TRPA1 in a membrane-
delimited manner European Journal of Physiology
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15001 Anjali John Kaithakkal, Yoshinori Suematsu, Masahito Kubo
Photosperic Flow Field Related to the Evolution of the Sun's




15002 ⽯⽥ 哲朗、⼩川 泰信、⾨倉 昭 Direct observations of blob deformation during a substorm AnnalesGeophysicae
15003 鈴⽊ 智⼦、嶋川 ⾥澄、⼭元 萌⻩、 児⽟ 忠恭 Galaxy formation at z > 3 revealed by narrow-band selected[OIII] Emission Line Galaxies
Astrophysical
Journal
15004 ⻄村 俊哉、⽥中 実 foxl3 is a germ cell-intrinsic factor involved in sperm-egg fatedecision in medaka ⽶科学誌 Science
15005 吉⽥ 后那、⽊下 充代、蟻川 謙太郎 Plant scents modify innate colour preference in foragingswallowtail butterﬂies  Biology Letters
15006 ⽻賀 崇史、⼟居 明広、村⽥ 泰宏 Determination of Central Engine Position and Accretion DiskStructure in NGC 4261 by Core Shift Measurements
The Astrophysical
Journal (ApJ)
15007 桜井 準也、浜名 崇、宮崎 聡、⼩宮⼭ 裕 PROPERTIES OF WEAK LENSING CLUSTERS DETECTEDON HYPER SUPRIME-CAM'S 2.3 DEG2 FIELD
Astrophysical
Journal









15010 能地 宏、宮尾 祐介 Left-corner Parsing for Dependency Grammar ⾃然⾔語処理
15011 ⼤橋 りえ、椎名伸之、⾼雄 啓三
Comprehensive behavioral analysis of RNG105(Caprin1)
heterozygous mice: Reduced social interaction and attenuated
response to novelty
Scientiﬁc Reports 
15012 Pei-Ju Chen, 松下 敦⼦、蟻川 謙太郎
Extreme spectral richness in the eye of the Common









Daehyeon Oh, Satoshi Mayama, Saeko Hayashi, Masanori
Iye, Jun Hashimoto, Nobuhiko Kusakabe, Ryo Kandori,
Jungmi Kwon, Takuya Suenaga





15015 早⽔ 桃⼦ On the existence of inﬁnitely many universal tree-based networks
Journal of
Theoretical Biology
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16001 ⽯川 将吾、柏川 伸成、尾上 匡房 天⽂科学
The very wide-ﬁeld gzK galaxy survey -- II, The 
relationship between star-forming galaxies at z〜2 and
their host haloes based upon HOD modelling Monthly
Notices of the Royal Astronomical Society
Oxford University Press
16002 早⽔ 桃⼦、福⽔ 健次 統計科学
A Characterization of Minimum Spanning Tree-like Metric
Spaces IEEE/ACM Transactions on Computational
Biology and Bioinformatics (TCBB)
IEEE, ACM
16003 都築 周作、武⽥ 直也、川⼝ 正代司 基礎⽣物学
Strigolactone-induced putative secreted protein 1 is
required for the establishment of symbiosis by the





Dynamics of planar cell polarity protein Vangl2 in the
mouse oviduct epithelium Mechanisms of Development ELSEVIER
16005 井出 雄⼀郎、 徳留 真⼀郎 宇宙科学
Combustion Characteristics of an Ammonium-Dinitramide-
Based Ionic Liquid Propellant Transaction of JSASS,
Aerospace Technology Japan_ISTS Special
Issue:Selected papers from the 30th International
Symposium on Space Technology and Science
The Internaional Symposium
on space technology and
science(ISTS), The Japan
Society for Aeronautical and
Space Sciences (JSASS)
16006 笠 嗣瑠、末永 拓也、林 左絵⼦、眞⼭ 聡、⾅⽥ 知史 天⽂科学
High-Contrast Imaging of Intermediate-Mass Giants with




16008 Yu Mao, Yusheng Ji 情報学専攻
On Constructing Z-dimensional DIBR-Synthesized Images




Investigating the relation between CO(3-2) and far-infrared
luminosities for nearby merging galaxies using ASTE





Supernova: A Versatile Vector System for Single-Cell




13C lsotopic Fractionation of HC3N in Star-Forming
Regions : Low-Mass Star Forming Region L1527 and








Acropora digitifera Encodes the Largest Known Family of
Fluorescent Proteins That-Has Persisted During the




Daehyeon Oh, Yi yang, Saeko Hayashi,
Masanori Iye, Tomonori Usuda, Hideki
Takami, Jun Hashimoto, Nobuhiko Kusakabe,




Resolved Near-Infrared Image of Inner Cavity in GM Aur




16014 Zhi Liu, Ruijian An, Yusheng Ji 情報学専攻
Resource Allocation and Layer Selection for Scalable
Video Streaming over Highway Vehicular Networks
Engineering Science Society, The Institute of Electronics,
Information and Communication Engineers (IEICE)
電⼦情報通信学会
16015 中林 暁男, 上野 ⽞太 統計科学専攻
An Extension of the Ensemble Kalman Filter for Estimating
the Observation Error Covariance Matrix Based on the
Variational Bayes Method Monthly Weather Review
American Meteorological
Society
16016 Vanessa Romero, Hirofumi Nakaoka, IturoInoue
遺伝学専
攻
STRUCTURE AND EVOLUTION OF THE FILAGGRIN







varver : a database of microsatellite variation in







Near-Infrared Imaging Polarimetry of Inner Region of GG
Tau A The Astronomical Journal
American Astronomical
Society, IOP Publishing
16019 松野 允郁, ⻘⽊ 和光 天⽂科学専攻
Lithium in CEMP-no stars:A new constraint on the lithium
depletion mechanism in the early universe Publications of






































伏⾒ 譲 教授 （葉⼭本部） 花⽥ 英夫 准教授 （天⽂科学専攻）
左：菊澤 律⼦ 准教授 （⽐較⽂化学専攻）































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地域 ⾔語名 数字の3 数字の5
台湾 パイワン語 təlu lima
フィリピン ボントック語 toló lima
ミクロネシア ポーンペイ語 siluh limau
ミクロネシア キリバス語 teniua nimaua
ヴァヌアツ ヴァヌアラヴァ語 nitel tafalem
フィジー マズアタ⽅⾔ ʔolu lima
サモア サモア語 tolu lima
ハワイ ハワイ語 ekolu elima
ニュージーランド マオリ語 toru rima
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